
資料１－１
本市における令和元年度取組実績及び令和２年度取組予定

取組方針２　市民の健康づくりを支える環境づくり

【柱１】京都らしいライフスタイルへの転換を促進することによる健康づくり

        京都らしい健康にも環境にもやさしいライフスタイルを普及することにより，毎日の生活を楽しむ中で望ましい生活習慣を身に付けられるよう取り組みます。

プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 担当局 課等

16 101
「京都らしい健康づ
くりの代表例」を活
用した健康づくり

　「京都らしい健康づくりの代表例」など，
市民の皆様の健康づくりの取組事例をいきい
きポイント手帳の配布とあわせ，小中学校，
地域介護予防推進センター等や保健福祉セン
ターの保健師等職員が地域に出向いた際など
様々な場所や機会において配布し，健康づく
りの輪を広げていく。

　健康長寿のまち・京都市民会議で関係団体等から意見を聴取の
うえ，以下の取組を実施。

○健康づくりに関するリーフレット作成
　プランに掲げる「京都らしい健康づくりの代表例」の６項目
（①かかわる②楽しむ③いっしょに食べる④楽しくうごく⑤しっ
かりやすむ⑥体をまもる）や「健康づくり目標」を市民に分かり
やすく伝えるため，マンガを交えて紹介する市民向けリーフレッ
トを作成した。

○健康づくりに関するアンケート調査を実施
　プランにおいて経年実施することとしている市民の健康づくり
の取組状況に関するアンケート調査を実施し，「健康づくり目
標」の市民への浸透度（取組状況）の把握に努めた。

　健康づくりに関するリーフレットについて，各区役所・支所保
健福祉センター等，あらゆる機会を通じて広く配布し，健康づく
り目標の一層の周知啓発に努める。
　あわせて，健康づくりに関するアンケート調査の調査結果につ
いても，既存の印刷物等に盛り込むなどにより市民啓発を図り，
健康増進に対する意識付けを積極的に行う。

充実 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

16 102
みんなの健康づくり
表彰制度（仮称）の
創設

　日ごろから健康づくりに取り組んでおられ
る個人・団体を表彰し，健康づくりのモチ
ベーション向上を図る。被表彰者の選定や表
彰基準については，「健康長寿のまち・京都
市民会議」と連携し，市民協働で制度構築を
目指す。

○健康長寿のまち・京都いきいきアワード２０１９
　大賞４組，奨励賞２４組，計２８組を表彰した。
　また，大賞受賞者は，１１月１６日（土）「健康長寿のまち・
京都いきいきフェスタ」において表彰式を開催。

○健康長寿のまち・京都いきいきアワード２０２０
　事業内容の充実・改善を図り，事業を実施する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

16 103

いきいきポイント・
いきいきアプリを活
用した健康づくりの
機会の創出

（いきいきポイント）
　市民が主体的に楽しみながら健康づくりに
取り組むことができるよう，日々の健康づく
りの活動を「健康ポイント」として「見える
化」することで達成感を得つつ習慣化を図
る。
（いきいきアプリ）
　「健康長寿のまち・京都　いきいきポイン
ト」をスマートフォン上で行うための機能に
加え，若者を中心に健康づくりの輪が広がる
よう，スタンプラリーやウオーキングコー
スの案内など，ウオーキングを支援する機
能やランキングで表示する機能を設け，市
民が楽しみながら継続的に健康づくりに取り
組める機会を創出する。

○いきいきポイント
　ポイント手帳について，平成３０年度よりも約２箇月早い４月
から配布を開始した。また，年間を通じて継続して健康づくりに
取り組んでいただけるよう，プレゼント抽選を年度内４回に変更
するなど，更なる事業の充実・改善に取り組んだ。
【プレゼント応募件数：年間合計１４，５９８件】

○いきいきアプリ
　以下の事業において，いきいきアプリを活用し，関係機関や大
学，企業と連携して健康づくりのモデル事業を行った。
　⑴　ヘルシーキャンパス京都ネットワーク
　　「ウォーキングチャレンジ２０１９」（１１月～１２月）
　⑵　京都マラソン２０２０沿道応援スタンプラリー
　　（令和２年２月１６日（日））
【ダウンロード数：９，４３９ＤＬ（令和２年３月末時点）】

○いきいきポイント
　市民が健康づくりを始めるきっかけとなるよう，事業内容等を
充実・改善し，事業を実施する。

○いきいきアプリ
　引き続き，関係機関や大学，企業等の事業と連携し，アプリ利
用者の増加を図る。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

16 104
地域コミュニティを
通じた健康づくり

　自治会・町内会等が中心となりコミュニ
ティが形成されている各地域においては，学
区民体育祭やラジオ体操など健康長寿に関す
る様々な取組が行われていることから，地域
コミュニティの活性化に取り組むことによ
り，住民同士が交流し，支え合い，安心し
て健康的に暮らすことができるまちづくり
を推進する。

○「地域コミュニティサポートセンター」の運営
　地域自治推進室内に設置している自治会・町内会の運営や地域
の活性化についての相談に応じる「地域コミュニティサポートセ
ンター」と，区役所・支所が連携して地域コミュニティの活性化
を推進した。

○「地域コミュニティサポートセンター」の運営
　地域自治推進室内に設置している自治会・町内会の運営や地域
の活性化についての相談に応じる「地域コミュニティサポートセ
ンター」と，区役所・支所が連携して地域コミュニティの活性化
を推進する。

継続 文化市民局 地域自治推進室

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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○「地域コミュニティ活性化に向けた地域活動支援制度」の運用
　学区自治連合会等が主体となって行う自治会・町内会への加入
促進の取組や，加入者と未加入者の交流・協働を促進するための
取組に対し，必要な経費の一部を助成した。

○「地域コミュニティ活性化に向けた地域活動支援制度」の運用
　学区自治連合会等が主体となって行う自治会・町内会への加入
促進の取組や，加入者と未加入者の交流・協働を促進するための
取組等に対し，必要な経費の一部を助成する。

継続 文化市民局 地域自治推進室

○地域活動や市民活動団体の担い手の育成
　地縁団体や市民活動団体（NPO法人等）の若手等の人材を育成
するため各種講座等を実施するとともに，地縁団体と市民活動団
体（NPO法人等）との連携を促進することで，今後の地域活動や
市民活動団体の新たな担い手を育成に努めた。

○地域活動や市民活動団体の担い手の育成
　地縁団体や市民活動団体（NPO法人等）の若手等の人材を育成
するため各種講座等を実施するとともに，地縁団体と市民活動団
体（NPO法人等）との連携を促進することで，今後の地域活動や
市民活動団体の新たな担い手を育成する。

継続 文化市民局 地域自治推進室

○市民活動総合センター等の管理運営
　市民活動総合センター等において活動の場を提供するととも
に，市民活動に関する情報収集・提供，各種相談，市民活動団体
等の育成，交流の場の提供，連携・協働事業等を実施し，多様な
市民活動の一層の活発化を図った。

○市民活動総合センター等の管理運営
　市民活動総合センター等において活動の場を提供するととも
に，市民活動に関する情報収集・提供，各種相談，市民活動団体
等の育成，交流の場の提供，連携・協働事業等を実施し，多様な
市民活動の一層の活発化を図る。

継続 文化市民局 地域自治推進室

○青少年活動センターにおける居場所づくりや交流促進による自
己成長の支援
　青少年活動センターにおいて，同年代・異年齢間の交流促進や
各種団体との協働による地域交流事業を充実することにより，青
少年の自分づくりのために，多様な生き方や行動の見本となるひ
とと出会える機会を創出した。
　また，青少年のボランティア活動への参加を促進させるなど，
自主的な活動を支援するとともに，地域若者サポーターの活用な
どにより，青少年の居場所づくりを充実させ，課題を有する青少
年の成長を支援した。

○青少年活動センターにおける居場所づくりや交流促進による自
己成長の支援
　青少年活動センターにおいて，引き続き，同年代・異年齢間の
交流促進や各種団体との協働による地域交流事業を充実すること
により，青少年の自分づくりのために，多様な生き方や行動の見
本となるひとと出会える機会を創出する。
　また，青少年のボランティア活動への参加を促進させるなど，
自主的な活動を支援するとともに，地域若者サポーターの活用な
どにより，青少年の居場所づくりを充実させ，課題を有する青少
年の成長を支援していく。

継続
子ども若者
はぐくみ局

子ども若者未来部育
成推進課

○ニート，ひきこもり，不登校などの社会生活を円滑に営むうえ
での困難を有する子ども・若者への支援の推進
　ニート・ひきこもり・不登校など社会生活を円滑に営むうえで
の困難を有する子ども・若者及びその家族からの相談に対応する
「子ども・若者総合相談窓口」を運営するとともに，教育，福
祉，保健，医療，雇用など幅広い関係機関等で構成する「子ど
も・若者支援地域協議会」による社会的自立に向けた総合的な支
援を行った。

○ニート，ひきこもり，不登校などの社会生活を円滑に営むうえ
での困難を有する子ども・若者への支援の推進
　ニート・不登校など社会生活を円滑に営むうえでの困難を有す
る子ども・若者及びその家族からの相談に対応する「子ども・若
者総合相談窓口」を運営するとともに，教育，福祉，保健，医
療，雇用など幅広い関係機関等で構成する「子ども・若者支援地
域協議会」による社会的自立に向けた総合的な支援を引き続き行
う。
　また，長期化，高齢化により，子ども・若者にとどまらない課
題となっているひきこもりについては，市民にとって分かりやす
い支援の入口を示すとともに，地域・民間団体との協働及び教
育，保健，福祉，雇用などの関係部局との連携強化による多様
化・複雑化した課題を抱える当事者や家族に寄り添った支援の充
実を図る。

充実
子ども若者
はぐくみ局

子ども若者未来部育
成推進課

○こころのふれあい交流サロンの推進
　精神障害のある市民もない市民も，誰もがこころのバリアを取
り除き，地域で共に生活し，集い，触れ合う場所として，地域住
民やボランティアと共に気軽に交流できる「こころのふれあい交
流サロン」を運営し，精神障害のある市民の自立と社会参加を促
進した。
【こころのふれあい交流サロン数　１３箇所（うち機能強化型サ
ロン２箇所）】

○こころのふれあい交流サロンの推進
　引き続き「こころのふれあい交流サロン」を運営することによ
り，精神障害のある市民の自立と社会参加を一層促進する。

継続 保健福祉局 障害保健福祉推進室

　自治会・町内会等が中心となりコミュニ
ティが形成されている各地域においては，学
区民体育祭やラジオ体操など健康長寿に関す
る様々な取組が行われていることから，地域
コミュニティの活性化に取り組むことによ
り，住民同士が交流し，支え合い，安心し
て健康的に暮らすことができるまちづくり
を推進する。

地域コミュニティを
通じた健康づくり

16 104

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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○市営住宅の住戸等を活用した地域コミュニティを活性化するた
めの場づくり
　市営住宅の土地・建物を地域のまちづくり資産の一つとして位
置付け，敷地，空き住戸又は集会所等を地域の様々な活動拠点と
して活用することなどにより，地域コミュニティの活性化を図っ
た。
　平成２７年度から醍醐中山市営住宅（伏見区）において，大学
生が入居し，地域の活動に参加している。
　さらに，令和元年度は，田中宮市営住宅（伏見区）において，
自治会，大学，本市の三者が連携し，学生に市営住宅に入居して
もらい，入居学生が日常的に住民自治に参加することで，地域コ
ミュニティの活性化を図った。また，当該市営住宅において，他
大学の学生が防災訓練の実施に携わるなど，入居の有無にかかわ
らない地域コミュニティ活性化（拠点活用）の形を模索した。

○市営住宅の住戸等を活用した地域コミュニティを活性化するた
めの場づくり
　市営住宅の土地・建物を地域のまちづくり資産の一つとして位
置付け，敷地，空き住戸又は集会所等を地域の様々な活動拠点と
して活用することなどにより，地域コミュニティの活性化を図
る。
　平成２７年度から醍醐中山市営住宅（伏見区）において，大学
生が入居し，住民自治に参加している。さらに，令和元年度から
は，田中宮市営住宅（伏見区）において，自治会，大学，本市が
連携し，学生に市営住宅に入居してもらい，入居学生が日常的に
住民自治に参加する取組みを行っている。また，当該市営住宅に
おいて，様々な学生が防災訓練の実施に携わるなど，入居の有無
に関わらない地域コミュニティの活性化（拠点活用）の形を模索
している。令和２年度は学生の入居戸数を拡大し，さらなる地域
コミュニティの活性化を図る。

充実 都市計画局
住宅室住宅管理課
住宅室すまいまちづ
くり課

○学校・地域が協働して進める新たな学びの場の創出「学校ふれ
あい手づくり事業」の推進
　学校と保護者・地域住民が協力しながら，小・中・総合支援学
校・幼稚園内に，開かれた学校づくりを促進している。これまで
に整備した施設の利用などを通して学校・家庭・地域の連携を深
めるとともに，身近な学びの場を創出・充実させ，学校を拠点と
した地域コミュニティの発展を図った。
【令和元年度実績】
　「学校ふれあい手作り事業」実施校数　２１２箇所
　※統合により閉鎖になった学校を含む。

○学校・地域が協働して進める新たな学びの場の創出「学校ふれ
あい手づくり事業」の推進
　学校と保護者・地域住民が協力しながら，小・中・総合支援学
校・幼稚園内に，開かれた学校づくりを促進している。これまで
に整備した施設の利用などを通して学校・家庭・地域の連携を深
めるとともに，身近な学びの場を創出・充実させ，学校を拠点と
した地域コミュニティの発展を図る。

継続
教育委員会
事務局

生涯学習部生涯学習
推進担当

○「おやじの会」の活動の促進
　「おやじの会」は京都市内の学校・幼稚園等を単位に活動する
父親を中心としたサークルで，「わが子の父親から地域のおやじ
へ」を合言葉に，地域の子どもは地域で育てる土壌づくりを推進
するため，子どもに関する様々なふれあい活動や地域行事等への
参画を通じて，地域の子どもたちの健やかな育ちを促進した。
【令和元年度実績】
　おやじの会実施校数　１５３校園

○「おやじの会」の活動の促進
　「おやじの会」は京都市内の学校・幼稚園等を単位に活動する
父親を中心としたサークルで，「わが子の父親から地域のおやじ
へ」を合言葉に，地域の子どもは地域で育てる土壌づくりを推進
するため，子どもに関する様々なふれあい活動や地域行事等への
参画を通じて，地域の子どもたちの健やかな育ちを促進する。

継続
教育委員会
事務局

生涯学習部学校地域
協働推進担当

○障害のある市民の地域交流への参加促進
　社会福祉協議会や民生児童委員，ボランティア，社会福祉事業
者，障害のある市民の団体等と連携し，障害のある人もない人も
共に参加できるイベントを開催し，障害のある人への理解を広
め，障害のある市民の地域交流への参加を促進した。
・ほほえみひろば２０１９
（１）日時・場所…１０月１９日　梅小路公園
（２）内容…障害者スポーツ体験，レクリエーション，ステージ
発表（障害のある方と支援者のグループによるステージ，障害を
テーマとした市民のステージ），授産製品の展示販売，飲食店模
擬店

○障害のある市民の地域交流への参加促進
　社会福祉協議会や民生児童委員，ボランティア，社会福祉事業
者，障害のある市民の団体等と連携し，障害のある人もない人も
共に参加できるイベントを開催し，障害のある人への理解を広
め，障害のある市民の地域交流への参加を促進する。

継続 保健福祉局 障害保健福祉推進室

○空き家対策事業
　「空家等対策の推進に関する特別措置法」及び「京都市空き家
等の活用，適正管理等に関する条例」に基づき，「空き家の発生
の予防」，「活用・流通の促進」，「適正な管理」，「跡地の活
用」といった総合的な空き家対策を推進した。
　地域主体の空き家対策を支援する地域連携型空き家対策促進事
業など，地域主体の空き家対策に取り組む地域を拡大し，地域コ
ミュニティの活性化を図った。

○空き家対策事業
　「空家等対策の推進に関する特別措置法」及び「京都市空き家
等の活用，適正管理等に関する条例」に基づき，「空き家の発生
の予防」，「活用・流通の促進」，「適正な管理」，「跡地の活
用」といった総合的な空き家対策を推進する。
　地域主体の空き家対策を支援する地域連携型空き家対策促進事
業など，地域主体の空き家対策に取り組む地域を拡大し，地域コ
ミュニティの活性化を図っていく。

継続 都市計画局
まち再生・創造推進
室

地域コミュニティを
通じた健康づくり

　自治会・町内会等が中心となりコミュニ
ティが形成されている各地域においては，学
区民体育祭やラジオ体操など健康長寿に関す
る様々な取組が行われていることから，地域
コミュニティの活性化に取り組むことによ
り，住民同士が交流し，支え合い，安心し
て健康的に暮らすことができるまちづくり
を推進する。
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※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。



資料１－１
プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 担当局 課等

○自主防災
　自主防災組織が実施する総合防災訓練や町内単位で実施する地
域発災型訓練など，防災活動への参加を推進することにより地域
防災力の向上を図るとともに，お互いが顔の見える，助け合える
関係を築き，地域コミュニティの活性化を図った。

○自主防災
　自主防災組織が実施する総合防災訓練や町内単位で実施する地
域発災型訓練など，防災活動への参加を推進することにより地域
防災力の向上を図るとともに，お互いが顔の見える，助け合える
関係を築き，地域コミュニティの活性化を図る。

継続 消防局 予防部市民安全課

○消防団
　消防団活動を通じて，地域活動に参加し，地域の方と触れ合う
機会を増加させることで，社会参加の場を提供した。地域コミュ
ニティへの参加により，社会活動の場が増え，健康増進につなげ
た。

○消防団
　消防団活動を通じて，地域活動に参加し，地域の方と触れ合う
機会を増加させることで，社会参加の場を提供する。地域コミュ
ニティへの参加により，社会活動の場が増え，健康増進につなげ
る。

継続 消防局 総務部消防団課

16 105
京都の「文化」の中
で取り組む健康づく
り

　京都の文化遺産をめぐるスタンプラリー機
能を備えたスマートフォンアプリ「京都遺産
めぐり」の活用などを通じ，身近にある文化
財や芸術に触れるとともに，衣食住，地域の
絆など暮らしの中に息づく京都ならではの文
化を大切にして生活する中で健康づくりに
取り組んでいく。

〇京都遺産めぐり
　平成３０年度に新たに認定したテーマについて，デジタルスタ
ンプラリー機能を備えたスマートフォンアプリを作成し，配信し
た。
  平成３１年３月に新たに「まち・ひと・こころが織り成す京都
遺産」に認定した「いまも息づく平安王朝の雅」，「千年の都を
育む山と緑」についてデジタルスタンプラリー機能を備えたス
マートフォンアプリのコースの配信を行った。

〇京都遺産めぐり
　令和元年度に新たに認定したテーマについて，デジタルスタン
プラリー機能を備えたスマートフォンアプリのコースを作成し，
配信する。

継続 文化市民局
文化芸術都市推進室
文化財保護課

○「歩くまち・京都」憲章の普及・啓発
　市民，事業者，行政等が一体となって，ひとと公共交通優先の
「歩いて楽しいまち」を実現するための行動規範を明確にした
「『歩くまち・京都』憲章」の普及・啓発を図った。

○「歩くまち・京都」憲章の普及・啓発
　市民，事業者，行政等が一体となって，ひとと公共交通優先の
「歩いて楽しいまち」を実現するための行動規範を明確にした
「『歩くまち・京都』憲章」の普及・啓発を推進する。

継続 都市計画局 歩くまち京都推進室

○「スローライフ京都」大作戦(プロジェクト)（モビリティ・マ
ネジメントの推進）
　歩いて楽しいくらしを大切にする動機付けのための情報と，公
共交通を利用する際に必要となる情報を，利用者の視点に立って
的確に提供するとともに，ライフスタイルの転換をひとりひとり
に促すため，自らの行動を振り返り，行動をどのように変えるか
考えるきっかけとなるコミュニケーション施策（モビリティ・マ
ネジメント（ＭＭ））を体系的に実施した。

○「スローライフ京都」大作戦(プロジェクト)（モビリティ・マ
ネジメントの推進）
　歩いて楽しいくらしを大切にする動機付けのための情報と，公
共交通を利用する際に必要となる情報を，利用者の視点に立って
的確に提供するとともに，ライフスタイルの転換をひとりひとり
に促すため，自らの行動を振り返り，行動をどのように変えるか
考えるきっかけとなるコミュニケーション施策（モビリティ・マ
ネジメント（ＭＭ））を体系的に実施する。

継続 都市計画局 歩くまち京都推進室

○歩いて楽しいまちなか戦略
　京都の活力と魅力が凝縮された歴史的都心地区（四条通，河原
町通，御池通及び烏丸通に囲まれた地区をいう。）を中心とした
「まちなか」において，公共交通優先化をはじめとする，安心・
安全で快適な歩行空間の確保やにぎわいの創出など，人と公共交
通優先の「歩いて楽しいまちづくり」を推進した。

○歩いて楽しいまちなか戦略
　京都の活力と魅力が凝縮された歴史的都心地区（四条通，河原
町通，御池通及び烏丸通に囲まれた地区をいう。）を中心とした
「まちなか」において，公共交通優先化をはじめとする，安心・
安全で快適な歩行空間の確保やにぎわいの創出など，人と公共交
通優先の「歩いて楽しいまちづくり」を推進する。

継続 都市計画局 歩くまち京都推進室

○安心・安全な東大路歩行空間創出事業
　多くの市民・来訪者が訪れる東大路通及びその周辺において，
安心・安全で快適な歩行空間を創出するため，「環境」，「景
観」，「地域コミュニティ」，「観光振興」等の観点から歩行環
境の改善等を行うことにより，安心・安全で快適な歩行空間を創
出した。

○安心・安全な東大路歩行空間創出事業
　多くの市民・来訪者が訪れる東大路通及びその周辺において，
安心・安全で快適な歩行空間を創出するため，「環境」，「景
観」，「地域コミュニティ」，「観光振興」等の観点から歩行環
境の改善等を行うことにより，安心・安全で快適な歩行空間を創
出する。

継続 都市計画局 歩くまち京都推進室

16 106
「歩くまち・京都」
を楽しみながら取り
組む健康づくり

　「歩くこと」は日常生活の代表的な動作で
あり，心身へ良い影響をおよぼすなど，健康
増進や生活習慣病予防の効果がある。また，
人々がまちを歩くことで，まちの賑わいや人
と人の交流が生まれ，健康づくりにもつなが
る。このため，様々な事業等を通じて市民一
人ひとりが歩く暮らしを大切にすることを
推奨する。

○市内産木材を活用した名所説明立礼（駒札）設置事業
　多様化する観光ニーズに対応し，また，観光客を市内各所へ誘
客，分散化するために，郊外地域をはじめとした市内に所在する
地域の人しか知らない魅力ある観光名所の由緒や見所を説明した
駒札を，年間約５０基を計画的に設置し，より広く観光客に京都
の魅力を伝えた。
　なお，駒札の設置に当たっては，市内産の木材である「みやこ
杣木」を活用することで，市民や観光客が市内産木材に触れる機
会を増やし，木の文化についても学び，理解を深めていただける
ように努めた。

○市内産木材を活用した名所説明立礼（駒札）設置事業
　多様化する観光ニーズに対応し，また，観光客を市内各所へ誘
客，分散化するために，郊外地域をはじめとした市内に所在する
地域の人しか知らない魅力ある観光名所の由緒や見所を説明した
駒札を，年間約５０基を計画的に設置し，より広く観光客に京都
の魅力を伝える。
　なお，駒札の設置に当たっては，市内産の木材である「みやこ
杣木」を活用することで，市民や観光客が市内産木材に触れる機
会を増やし，木の文化についても学び，理解を深めていただける
ように努める。

継続 産業観光局 観光MICE推進室

地域コミュニティを
通じた健康づくり

　自治会・町内会等が中心となりコミュニ
ティが形成されている各地域においては，学
区民体育祭やラジオ体操など健康長寿に関す
る様々な取組が行われていることから，地域
コミュニティの活性化に取り組むことによ
り，住民同士が交流し，支え合い，安心し
て健康的に暮らすことができるまちづくり
を推進する。

「歩くまち・京都」
を楽しみながら取り
組む健康づくり

　「歩くこと」は日常生活の代表的な動作で
あり，心身へ良い影響をおよぼすなど，健康
増進や生活習慣病予防の効果がある。また，
人々がまちを歩くことで，まちの賑わいや人
と人の交流が生まれ，健康づくりにもつなが
る。このため，様々な事業等を通じて市民一
人ひとりが歩く暮らしを大切にすることを
推奨する。
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※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 担当局 課等

○市民スポーツフェスティバルの実施
　京都市体育振興会連合会との共催により，子どもから高齢者ま
で多くの市民が楽しむことができる多様な種目の大会を，市民ス
ポーツフェスティバルとして実施した。
【第３１回市民スポーツフェスティバル：１１月３日開催】

○市民スポーツフェスティバルの実施
　京都市体育振興会連合会との共催により，子どもから高齢者ま
で多くの市民が楽しむことができる多様な種目の大会を，市民ス
ポーツフェスティバルとして実施する。

継続 文化市民局 市民スポーツ振興室

○スポーツを楽しむためのプログラムの提供
　競技団体やプロスポーツチーム，レクリエーション協会等との
協力のもと，各種スポーツ教室や講座の開催，室内で手軽にでき
るプログラムの開発・提供，指導者の派遣情報の提供などに取り
組んだ。

○スポーツを楽しむためのプログラムの提供
　競技団体やプロスポーツチーム，レクリエーション協会等との
協力のもと，各種スポーツ教室や講座の開催，室内で手軽にでき
るプログラムの開発・提供，指導者の派遣情報の提供などに取り
組む。

継続 文化市民局 市民スポーツ振興室

○体育振興会活動への支援
　地域に根差したスポーツボランティア組織である京都市体育振
興会連合会に対し，事業助成や顕彰を行うなど，活動に対する支
援を行った。

○体育振興会活動への支援
　地域に根差したスポーツボランティア組織である京都市体育振
興会連合会に対し，事業助成や顕彰を行うなど，活動に対する支
援を行う。

継続 文化市民局 市民スポーツ振興室

○スポーツ推進委員制度
　京都市スポーツ推進指導員が，地域における市民スポーツの普
及・振興を一層図れるよう，資質の向上や身分の保障等，体系的
な制度及び組織の検討を進めた。

○生涯スポーツ講習会の実施
　地域のスポーツ推進指導員が中心となり企画・運営を行う初心
者を対象とした本市主催のスポーツ講習会を地域体育館等におい
て開催した。

○スポーツ推進委員制度
　京都市スポーツ推進指導員が，地域における市民スポーツの普
及・振興を一層図れるよう，資質の向上や身分の保障等，体系的
な制度及び組織を確立する。

○生涯スポーツ講習会の実施
　地域のスポーツ推進指導員が中心となり企画・運営を行う初心
者を対象とした本市主催のスポーツ講習会を地域体育館等におい
て開催する。

継続 文化市民局 市民スポーツ振興室

○身近なスポーツ環境の整備
　身近な公園や広場などに軽い運動や健康づくりのための設備，
器具などを設置したり，学校校庭の夜間開放を行うなど，身近な
スポーツ環境の整備に取り組んだ。

○身近なスポーツ環境の整備
　身近な公園や広場などに軽い運動や健康づくりのための設備，
器具などを設置したり，学校校庭の夜間開放を行うなど，身近な
スポーツ環境の整備に取り組む。

継続 文化市民局 市民スポーツ振興室

○アダプテッドスポーツの普及・充実
　障害のある人はもちろんのこと，幼児から高齢者，体力の低い
人が参加しやすいスポーツの普及・充実に取り組んだ。

○アダプテッドスポーツの普及・充実
　障害のある人はもちろんのこと，幼児から高齢者，体力の低い
人が参加しやすいスポーツの普及・充実に取り組む。

継続 文化市民局 市民スポーツ振興室

○施設の柔軟な管理運営及び良質なサービスの提供
　市民のライフスタイル，生活時間の変化により多様化するニー
ズに応えるため，引き続き，指定管理者と連携し，施設の開所時
間の拡充や無料開放日の設定など管理・運営を柔軟なものとし，
良質なサービスを提供に努めた。
＜取組例＞
・指定管理者によるお正月施設無料開放事業の実施

○施設の柔軟な管理運営及び良質なサービスの提供
　市民のライフスタイル，生活時間の変化により多様化するニー
ズに応えるため，引き続き，指定管理者と連携し，施設の開所時
間の拡充や無料開放日の設定など管理・運営を柔軟なものとし，
良質なサービスを提供する。

継続 文化市民局 市民スポーツ振興室

○京都マラソンの開催とランニング環境の充実
　市民ランナーが都大路を駆け抜ける「京都マラソン」を参加
者，応援者，市民が一体となり盛り上がる大会として開催し，市
民スポーツの振興，健康増進はもとより，京都経済の活性化，京
都ブランドのさらなる向上を図った。
　また，ランニングコースをはじめ，ランニングに関する情報を
発信する等ランニング環境の充実を進めた。

○京都マラソンの開催とランニング環境の充実
　市民ランナーが都大路を駆け抜ける「京都マラソン」を参加
者，応援者，市民が一体となり盛り上がる大会として開催し，市
民スポーツの振興，健康増進はもとより，京都経済の活性化，京
都ブランドのさらなる向上を図る。
　また，ランニングコースをはじめ，ランニングに関する情報を
発信する等ランニング環境の充実を進める。

継続 文化市民局 市民スポーツ振興室

○「スポーツウェブ京都」の運用
　室内でもできる手軽な運動，スポーツ施設など，誰もが利用で
きるスポーツに関する情報を集約し，わかりやすく分類・整理し
たスポーツ情報データベースの運用に取り組んだ。

○「スポーツウェブ京都」の運用
より多くの市民の方がスポーツに親しむことができるよう，ス
ポーツウェブ京都の内容を充実させ，引き続き京都のスポーツに
関する情報の発信に努める。

継続 文化市民局 市民スポーツ振興室

スポーツ活動を通し
た健康づくり活動の
推進

　スポーツは，爽快感や達成感など心身一体
となった効果をもたらすとともに，健康づく
りに役立つなど市民生活を豊かにする。ま
た，地域コミュニティ活性化の観点から，地
域住民の交流を促し，様々なスポーツの取
組を推進する。
　スポーツ少年団や学区民体育祭に参加し
たり，学校の運動クラブへ所属し，体を動
かすことなども心身の健康づくりにつなが
る。
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※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。



資料１－１
プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 担当局 課等

○ワールドマスターズゲームズ２０２１関西の開催に向けた取組
　概ね３０歳以上であれば誰もが参加でき，生涯スポーツの普
及・振興につながる大会であることから，市民ぐるみで大会を盛
り上げるイベントの検討等，スポーツに参加しやすい風土づくり
や参加機会の拡充を図った。

○ワールドマスターズゲームズ２０２１関西の開催に向けた取組
　概ね３０歳以上であれば誰もが参加でき，生涯スポーツの普
及・振興につながる大会であることから,各種関係機関と連携
し，大会を盛り上げるイベントを開催する等，スポーツに参加し
やすい風土づくりや参加機会の拡充を図る。

充実 文化市民局 市民スポーツ振興室

○京都市スポーツ少年団への支援
　京都市スポーツ少年団が実施するリーダー養成・交流事業，種
目内・種目間交流事業，指導者養成・交流事業等への支援などに
より，スポーツ活動を通じた青少年の心身の健全な育成や体力向
上に関する取組を推進した。

○京都市スポーツ少年団への支援
　京都市スポーツ少年団が実施するリーダー養成・交流事業，種
目内・種目間交流事業，指導者養成・交流事業等への支援などに
より，スポーツ活動を通じた青少年の心身の健全な育成や体力向
上に関する取組を，引き続き，推進する。

継続
子ども若者
はぐくみ局

子ども若者未来部育
成推進課

○「京都はぐくみ憲章」の実践推進
　子どもを健やかで心豊かに育む社会の実現に向けて，大人とし
てどう行動すべきかを示した「京都はぐくみ憲章」を，市民一人
ひとりが「いつでも，どこでも，だれもが，自分のこととして」
実践することのできる環境づくりの取組を展開した。
　６月に，令和元年度「行動指針」を策定し，令和２年２月に，
令和元年度京都はぐくみ憲章実践推進者表彰式等を開催した。

○「京都はぐくみ憲章」の実践推進
　子どもを健やかで心豊かに育む社会の実現に向けて，大人とし
てどう行動すべきかを示した「京都はぐくみ憲章」を，市民一人
ひとりが「いつでも，どこでも，だれもが，自分のこととして」
実践することのできる環境づくりの取組を展開する。

継続
子ども若者
はぐくみ局

はぐくみ創造推進室

○子どもネットワークの運営
　市民と行政が一体となって子育てを支えるため，全市レベル・
行政区レベル・身近な地域レベルの重層的な「子どもネットワー
ク」を構築。子育てに関わる民間団体や行政など多様な機関が連
携することで，それぞれの取組を円滑で効果的なものにするとと
もに，全市的な子育て支援の風土づくりにつなげた。

○子どもネットワークの運営
　市民と行政が一体となって子育てを支えるため，全市レベル・
行政区レベル・身近な地域レベルの重層的な「子どもネットワー
ク」を構築。子育てに関わる民間団体や行政など多様な機関が連
携することで，それぞれの取組を円滑で効果的なものにするとと
もに，全市的な子育て支援の風土づくりにつなげる。

継続
子ども若者
はぐくみ局

はぐくみ創造推進室
子ども若者未来部育
成推進課

○京都の食を活かした観光による地域活性化事業
　「京都をつなぐ無形文化遺産」にも選定されている「京の食文
化」を未来に繋げていくため，「京の食文化」朝ごはん料理教室
を開催した。
【“京都をつなぐ無形文化遺産”「京の食文化」朝ごはん料理教
室の開催（７月，９月，１月，３月）】
　※３月開催分は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止。

○京都の食を活かした観光による地域活性化事業
　「京都をつなぐ無形文化遺産」にも選定されている「京の食文
化」を未来に繋げていくため，「京の食文化」朝ごはん料理教室
を開催する。（年４回）

継続 文化市民局
文化芸術都市推進室
文化財保護課

○京の食文化ミュージアム・あじわい館事業における料理教室・
講演会の実施
　「京都の四季を五感で味わい，京の食文化に親しむ！」をコン
セプトに「みる，つくる，あじわう」の３つの機能を持たせた
「京の食文化ミュージアム・あじわい館」において，展示資料
室，調理実習室，試食室を活用して，市場の新鮮な食材を活かし
た料理教室や，食に関する講演会等を開催し，京の食文化等の普
及や食育に取り組んだ。
【令和元年度実績】
　・料理教室：実施回数　９２回
　・講演会：実施回数　９回
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため回数を縮減。

○京の食文化ミュージアム・あじわい館事業における料理教室・
講演会の実施
　「京都の四季を五感で味わい，京の食文化に親しむ！」をコン
セプトに「みる，つくる，あじわう」の３つの機能を持たせた
「京の食文化ミュージアム・あじわい館」において，展示資料
室，調理実習室，試食室を活用して，市場の新鮮な食材を活かし
た料理教室や，食に関する講演会等を開催し，京の食文化等の普
及や食育に取り組む。

継続 産業観光局
中央卸売市場第一市
場

　スポーツは，爽快感や達成感など心身一体
となった効果をもたらすとともに，健康づく
りに役立つなど市民生活を豊かにする。ま
た，地域コミュニティ活性化の観点から，地
域住民の交流を促し，様々なスポーツの取
組を推進する。
　スポーツ少年団や学区民体育祭に参加し
たり，学校の運動クラブへ所属し，体を動
かすことなども心身の健康づくりにつなが
る。

大人も子どもも健や
かで心豊かに育つ
「京都はぐくみ憲
章」の実践推進

　保護者として，子どもとの日ごろの会話や
コミュニケーション，家庭での「早寝・早起
き・朝ごはん」などの望ましい生活習慣や，
インターネット機器との付き合い方とルール
作り，家族での自然・文化・スポーツ等の体
験の機会づくりなど，また，地域住民とし
て，見守り活動，地蔵盆，学区民体育祭，少
年補導，子育てサロンなど，子どもや子育て
を見守り支える地域活動への参加や自治会へ
の加入など，大人も子どもも健やかで心豊か
に育つ京都ならではの「はぐくみ文化」の
創造を推進する。

「京の食文化」の普
及促進を通じた健康
づくり

　“京都をつなぐ無形文化遺産”として選定
した「京の食文化」を伝えていくため，関係
団体と連携し，京の食文化ミュージアム・
あじわい館を活用して，健康長寿をテーマ
とした料理教室や講演会等を実施するなど，
「京の食文化」の普及・実践を通じた健康
づくりを推進する。

スポーツ活動を通し
た健康づくり活動の
推進
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※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 担当局 課等

17 110
「真のワーク・ライ
フ・バランス」の推
進

　人間らしくいきいきと効率的に働き，同時
に育児や介護等の家庭生活も大事にしなが
ら，地域活動や社会貢献活動を調和させる
「真のワーク・ライフ・バランス」を更に
推進するため，「働き方改革」，「健康長
寿」，「地域コミュニティ活性化」など，本
市のあらゆる政策と連携・融合し，誰もが
能力を発揮できる労働環境の整備，子育て
や介護等の負担軽減のための支援，地域活
動や社会貢献活動に参加しやすい条件整備
などを推進する。

○「真のワーク・ライフ・バランス」の実践促進
　「真のワーク・ライフ・バランス」について考えていただくた
めの機会づくりのためにSNS等を通じて実践写真を募集するとと
もに，各区ふれあいまつり等への啓発ブース出展や，家事・育
児・介護等への男性の参加を促進するための講座等を実施し，
「真のワーク・ライフ・バランス」の実践促進を図った。

○「真のワーク・ライフ・バランス」の「見える化」のための広
報啓発
　各種媒体やポータルサイト（京都style「真のワーク・ライ
フ・バランス」応援WEB／31年度中にリニューアルを予定）を活
用し，「真のワーク・ライフ・バランス」の推進や働き方改革，
女性活躍の取組を実践する企業の取組等の「見える化」を図っ
た。

○「真のワーク・ライフ・バランス」推進のための企業支援
　「真のワーク・ライフ・バランス」を積極的に推進する企業の
優れた取組を発掘し，民間媒体等を活用して好事例を発信・共有
することで波及・浸透を図るほか，国や京都府との連携による企
業向け助成制度の周知等を行った。

○「真のワーク・ライフ・バランス」の実践促進
　「真のワーク・ライフ・バランス」について考えていただくた
めの機会づくりのためにSNS等を通じて実践写真を募集するとと
もに，各区ふれあいまつり等への啓発ブース出展や，家事・育
児・介護等への男性の参加を促進するための講座等を実施し，
「真のワーク・ライフ・バランス」の実践促進を図る。

○「真のワーク・ライフ・バランス」の「見える化」のための広
報啓発
　各種媒体やポータルサイト（京都style「真のワーク・ライ
フ・バランス」応援WEB）を活用し，「真のワーク・ライフ・バ
ランス」の推進や働き方改革，女性活躍の取組を実践する企業の
取組等の「見える化」を図る。

○「真のワーク・ライフ・バランス」推進のための企業支援
　「真のワーク・ライフ・バランス」を積極的に推進する企業の
優れた取り組みを発掘し，民間媒体等を活用して好事例を発信・
共有することで波及・浸透を図るほか，国や京都府との連携によ
る企業向け助成制度の周知等を行う。

充実 文化市民局 共生社会推進室

17 111
中小企業の働き方改
革の推進

　市民がいきいきと働き，心豊かに生活する
ためには，市内の雇用の約７割を担う中小企
業における働き方改革が不可欠であることか
ら，誰もが能力を発揮できる労働環境の整備
などの中小企業の働き方改革の取組を支援す
る。

　経済団体等と連携し，京の企業「働き方改革」自己診断制度の
利用を促進するとともに，京の企業「働き方改革チャレンジプロ
グラム」事例集の周知啓発を行うことで，地域企業における働き
方改革の主体的な取組を後押しした。
・「働きたくなる地域企業のつくりかた」ランチタイム座談会を
開催（５月～，全７回）
・京の企業「働き方改革」自己診断制度の新システム稼動及び説
明会を開催（１１月～）
・働き方改革関連法施行直前セミナー＆相談会の開催（令和２年
２月～，全４回）※３月開催分（２回）については新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため中止。

　経済団体等と連携し，京の企業「働き方改革」自己診断制度の
利用を促進するとともに，京の企業「働き方改革チャレンジプロ
グラム」事例集の周知啓発を行うことで，地域企業における働き
方改革の主体的な取組を後押しする。

継続 産業観光局 地域企業推進課

17 112

「DO YOU　KYOTO?」
推進事業～環境にや
さしいライフスタイ
ルへの転換～

　「DO YOU KYOTO？」を合言葉に，京都流の
環境にやさしいライフスタイルへの転換を進
めるため，啓発等を通じ，市民ぐるみでのラ
イフスタイルの転換を促進する。

　毎月１６日の「DO YOU KYOTO?デー」(環境に良いことをする
日) には，市内全域で，通勤などにマイカーを使用しない「ノー
マイカーデー」や屋外照明等の消灯を呼びかける「ライトダウ
ン」などの取組を，市民や事業者の皆様と共に実施した。

　毎月１６日の「DO YOU KYOTO?デー」(環境に良いことをする
日) には，市内全域で，通勤などにマイカーを使用しない「ノー
マイカーデー」や屋外照明等の消灯を呼びかける「ライトダウ
ン」などの取組を，市民や事業者の皆様と共に実施する。

継続 環境政策局 地球温暖化対策室

17 113
地域が主体的に取り
組む「エコ学区」ス
テップアップ事業

　市民の自主性や多様性を尊重しつつ，各学
区において環境への意識が高まり，学区の主
体的なエコ活動の充実や活動参加者の拡大
がさらに進展するよう支援することにより，
地域ぐるみでの環境にやさしいライフスタ
イルへの転換及び地域力の向上を目指す。

　防災・高齢化など地域課題のニーズを組み合わせたメニュー提
供などの支援を行い学区の主体的なエコ活動の充実を行うととも
に，取組事例を紹介する広報誌「エコ学区かいらんばん」の全戸
回覧や「市民しんぶん挟み込み」などを通して地域住民への周知
による学区の取組の活性化を図った。

　防災・高齢化など地域課題のニーズを組み合わせたメニュー提
供などの支援を行い学区の主体的なエコ活動の充実を行うととも
に，取組事例を紹介する広報誌「エコ学区かいらんばん」の全戸
回覧などを通して地域住民への周知による学区の取組の活性化を
図る。

継続 環境政策局 地球温暖化対策室

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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【柱２】地域や人とのつながりの中で進める健康づくり

①　地域や民間団体の自主的な健康づくりの取組の推進

プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 局 課等

18 201
地域における健康づ
くり事業

　健康づくりを通じて，市民の社会参加や市
民同士のつながりを促進し，市民や民間団体
等が周りの市民への働きかけ等を行うこと
により，地域の皆様の主体的な健康づくり
活動を支援する。実施に当たっては，地域の
健康課題を分析し，民間団体等とも協力し
て取り組む。（主なテーマ：栄養・食生活，
身体活動・運動，こころの健康，歯と口の健
康，喫煙（たばこ），飲酒，思春期，熱中症
など）

○地域における健康づくり事業
　各区役所・支所において，地域の健康課題を分析し，地域の関
係機関と連携した健康教室等を実施した。
【平成３０年度実績】
　・実施回数　　１，６６８回
　・参加人数　９０，３０１人

○地域における健康づくり事業
　各区役所・支所において，地域の健康課題を分析し，地域の関
係機関と連携した健康教室等を実施する。

　令和２年度重点取組項目
　・糖尿病発症予防に向けた取組
　・健康増進法改正に係る禁煙支援
　・健（検）診の受診率向上に係る取組

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

18 202

多世代交流イベント
等を活用した地域で
健康づくり活動に取
り組むボランティア
等の交流

　世代を超えて支え合う意識の共有に向け
て，多世代交流イベントなどを通じて，多世
代が交流できる機会づくりに努めるととも
に，地域で健康づくり活動に取り組むボラン
ティア※等の交流などを推進する。
　※健康づくりサポーター，筋トレボラン
ティアなど

〇令和元年度　京（みやこ）の「わ！」まつり
　～調「和」・ひとの「輪」・みんなが「わ」らえる京のまち～
　子どもからお年寄りまで幅広い世代が交流しながら，日常生活
における身近な問題や今まさに私たちが取り組んでいかなければ
ならない課題等について，一緒になって学び，考えることを目的
として，下記の７つのイベントを開催した。
日時　１１月１６日（土）午前９時～午後４時
会場　みやこめっせ（京都市勧業館）１階及び３階
開催イベント
(1)京都エネルギーフェア
(2)エコまちフェスタ
(3)消費生活フェスタ
(4)市民すこやかフェア
(5)健康長寿のまち・京都いきいきフェスタ
(6)京都やんちゃフェスタ（第２部）
(7)若者文化発信事業「ユスカル！～若者文化市～」

○令和２年度　京（みやこ）の「わ！」まつり
　子どもからお年寄りまで幅広い世代が交流しながら，日常生活
における身近な問題や今まさに私たちが取り組んでいかなければ
ならない課題等について，一緒になって学び，考えることを目的
として，京都エネルギーフェア，エコまちフェスタ，消費生活
フェスタ，市民すこやかフェア，健康長寿のまち・京都いきいき
フェスタ，京都やんちゃフェスタ，若者文化発信事業「ユスカ
ル！～若者文化市～」等を同時に開催する。
　また，同イベントにおいて，健康づくりサポーターや筋トレボ
ランティア，食育指導員など健康づくりに取り組むボランティア
同士が交流しながらステージイベントを企画し，健康体操などを
啓発するブース出展を行うなど，ボランティアを中心とした市民
主体の健康づくりの取組を推進する。

継続

保健福祉局

環境政策局

文化市民局

子ども若者
はぐくみ局

健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

循環型社会推進部ま
ち美化推進課

くらし安全推進部消
費生活総合センター

子ども若者未来部育
成推進課
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保健協議会をはじめ
とする地域の各種団
体の主体的な健康づ
くりの更なる活性化

　 地域住民により自主的に組織された保健
協議会では，従前から，地域住民一人ひとり
の主体的な健康づくりやごみの分別及び減量
をはじめとした保健衛生及び環境に関する取
組や情報の周知など，本市の施策の推進に積
極的な協力をいただいている。
　今後，新たに区役所・支所で行う「地域に
おける健康づくり事業」の実施に当たって
は，地域ニーズの聞き取りや各地域団体と
連携した企画を行っていただくなど，地域
ごとの特色ある健康づくり活動を行政との
連携の下，一層推進していく。

　従前からの健康づくり及び環境保全に係る取組の周知啓発に取
り組んでいただくとともに，昨年度から実施している以下の取組
についても継続して実施し，保健協議会の更なる活性化を推進し
ていく。
○「保健委員活動のしおり」の活用（平成３０年４月～随時）
　保健協議会の取組への理解を深めていただくため，保健委員の
役割や活動等をわかりやすくまとめた「保健委員活動のしおり」
について，主として新任の保健委員へ配布いただいた。なお，令
和元年度中に内容の更新を行った。

○研修会の開催（１１月１日）
　例年開催している「保健協議会役員勤続功労者及び地域住民献
血組織表彰式」を２部制とし，第１部に表彰式，第２部に学区保
健協議会会長を対象とした研修会を開催した。

従前からの健康づくり及び環境保全に係る取組の周知啓発に取り
組んでいただくとともに，平成30年度から実施している以下の取
組についても継続して実施し，保健協議会の更なる活性化を推進
していく。
○「保健委員活動のしおり」の活用
　「保健委員活動のしおり」を主に新任の保健委員へ配布し，保
健協議会の取組への理解を深めいただき，自主的な健康づくりを
はじめとする保健委員活動の更なる活性化に繋げる。

○研修会の開催
　「保健協議会役員勤続功労者及び地域住民献血組織表彰式」の
第２部として，保健委員を対象とした研修会を開催し，今後の保
健委員活動への意欲を高めていく。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課
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健康づくりの担い手
として活動される市
民ボランティアの育
成

　自治会・町内会等が中心となりコミュニ
ティが形成されている各地域においては，学
区民体育祭やラジオ体操など健康長寿に関す
る様々な取組が行われていることから，地域
コミュニティの活性化に取り組むことによ
り，住民同士が交流し，支え合い，安心し
て健康的に暮らすことができるまちづくり
を推進する。

○健康づくりサポーターの養成・支援
　地域において健康づくりに関する知識や技術の普及啓発を実践
し，健康づくりの担い手として活動するボランティア「健康づく
りサポーター」を各区役所・支所で養成，支援した。
【健康づくりサポーター登録者数：３９３人（令和２年３月末時
点）】

○健康づくりサポーターの養成・支援
　地域において健康づくりに関する知識や技術の普及啓発を実践
し，健康づくりの担い手として活動するボランティア「健康づく
りサポーター」を各区役所・支所で養成，支援する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

　　地域の中で，市民や関係機関・団体等が周りの市民に健康づくりを働きかけ，自主的に健康づくりの取組の輪を広げていく地域づくりを目指します。
　　特に，健康づくりの意識が他の世代より低り若い世代や健康づくりの時間がとりにくい世代へ大学や民間企業などとの協働・連携により，
　　健康づくりの取組を働きかけていきます。

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。



資料１－１
プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 局 課等

○食育指導員の支援
　地域に密着した食育推進の担い手となる「食育指導員」の活動
内容の資質向上のため，技術を習得するスキルアップ研修等を
行った。
【令和元年度実績】
　・研修会・講演会：計４回（延べ参加者数１２９人）
  ・京の「わ！」まつりブース出展：１１月１６日
　・共催食育教室開催：２月１４日開催
　・交流会：１月２４日開催（参加者２２人）
　・活動回数：１，９７６回

○食育指導員の養成・支援
　地域に密着した食育推進の担い手となる「食育指導員」の第１
０期生を養成する。
　また，食育指導員の活動内容の資質向上のため，技術を習得す
るスキルアップ研修を行う。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

○いきいき筋トレ普及推進ボランティアの育成
　高齢者が転倒による骨折等で要介護状態になることを予防する
など，健康増進の運動プログラムとして作成した「京からはじめ
るいきいき筋力トレーニング」，「京ロコステップ＋１０」及び
介護予防に関する知識の普及推進を地域において実践するボラン
ティアを養成した。
　また，ボランティアが円滑に活動できるよう支援した。
【いきいき筋トレ普及推進ボランティア：登録者数４５６人（令
和２年３月末時点）】

○いきいき筋トレ普及推進ボランティアの育成
　高齢者が転倒による骨折等で要介護状態になることを予防する
など，健康増進の運動プログラムとして作成した「京からはじめ
るいきいき筋力トレーニング」，「京ロコステップ＋１０」及び
介護予防に関する知識の普及推進を地域において実践するボラン
ティアを養成する。
　また，ボランティアが円滑に活動できるよう支援する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課
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ゲートキーパー（悩
んでいる人に気づ
き，声をかけ，話を
聞き，必要な支援に
つなげ，見守る人）
等の人材育成

　身近な方から様々な分野へのゲートキー
パーの養成に努めるとともに，相談業務担当
者，自殺対策従事者への研修やこころのケ
アを充実する。

○ゲートキーパーの人材育成
　様々な機会を利用して，地域住民や関係機関，相談業務担当者
に対してゲートキーパー養成研修を実施した。
【研修開催回数：１８回】

○ゲートキーパーの人材育成
　様々な企画を利用して，地域住民や関係機関，相談業務担当者
に対してゲートキーパー養成研究を実施する。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

②　関係機関等との連携による健康づくりの推進

プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 局 課等
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「区民ふれあい事
業」や「区民提案・
共汗型まちづくり支
援事業」など各区役
所・支所の特色を活
かした健康づくりの
取組

　各区役所・支所の特色を活かした健康づく
りの取組を推進していく。

　区民提案型の予算も活用するなど，地域の実情に応じた健康づ
くりの取組を実施する。

継続
各区役所・
支所

○大学・商業施設との連携
・「そうだ，野菜とろう！キャンペーン」を開催した。（学生食
堂における野菜メニューの充実，商業施設での啓発等）（６月）
【令和元年度実績】
　大学・短期大学２７校，商業施設１施設，直売所４８箇所

○大学・商業施設との連携
・「そうだ，野菜とろう！キャンペーン」の開催（大学・短期大
学，事業所給食施設，商業施設等）（令和２年６月予定）

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

○民間企業等との連携
　医療，福祉現場と市内のものづくり企業をつなぐコーディネー
ト活動等により，健康づくりに資する新たな製品・サービスの開
発・事業化を支援するなど，民間企業等と連携した取組を推進し
た。
　令和元年度は，京都市内における健康長寿産業の振興を目的
に，参画企業の強みを生かした新事業の創出を図る「京都市健康
長寿産業創出プロジェクト」を推進するとともに，コーディネー
タによる研究開発や事業化に向けた伴走支援を行った。

○民間企業等との連携
　医療，福祉現場と市内のものづくり企業をつなぐコーディネー
ト活動等により，健康づくりに資する新たな製品・サービスの開
発・事業化を支援するなど，民間企業等と連携した取組を推進し
ている。
　令和２年度は，引き続き，京都市内における健康長寿産業の振
興を目的に，参画企業の強みを生かした新事業の創出を図る「京
都市健康長寿産業創出プロジェクト」を推進するとともに，コー
ディネータによる研究開発や事業化に向けた伴走支援を行う。

継続 産業観光局 新産業振興室

健康づくりの担い手
として活動される市
民ボランティアの育
成

　自治会・町内会等が中心となりコミュニ
ティが形成されている各地域においては，学
区民体育祭やラジオ体操など健康長寿に関す
る様々な取組が行われていることから，地域
コミュニティの活性化に取り組むことによ
り，住民同士が交流し，支え合い，安心し
て健康的に暮らすことができるまちづくり
を推進する。

大学，民間企業，商
業施設，関係団体等
との協働による健康
づくりの取組

　市民の主体的な健康づくりを推進していく
ため,大学，民間企業，商業施設，関係団体
等との協働により健康づくりにかかる分野
別の取組を推進していく。

20418

18 207

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。



資料１－１
プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 局 課等

○関係団体との連携
・歯科医院と連携した禁煙・受動喫煙防止等の取組を推進した。
【令和元年度実績】
　受動喫煙が歯と口の健康へ与える影響ポスターの配布
　１，０００部

・保育園（所），学校等において給食だよりを発行し，家庭での
望ましい食生活の実践と正しい栄養に関する知識の普及等を推進
する。
【令和元年度実績】
　京・食育だより第１４号の発行　５１，０００部

○関係団体との連携
・保育園（所），学校等において給食だよりを発行し，家庭での
望ましい食生活の実践と正しい栄養に関する知識の普及等を推進
する。

充実 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

○保育園（所）等における集団フッ化物洗口の推進（実施施設数
の増加）
【令和元年度実績】
　集団フッ化物洗口実施施設数　４７施設

〇京都市フッ化物歯面塗布事業（指定医療機関におけるフッ化物
歯面塗布）の継続
【令和元年度実績】
　受診票利用件数　４，９４４件

○保育園（所）等における集団フッ化物洗口の推進（実施施設数
の増加）
　歯科医院や保育園（所）・幼稚園等と連携したフッ化物応用を
始めとしたむし歯予防を推進する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

○健康イベント等
　いきいきアプリを活用し，関係機関や大学，企業と連携して次
のとおり健康づくりのモデル事業を行った。
・ヘルシーキャンパス京都ネットワーク
　「ウォーキングチャレンジ２０１９」（１１～１２月）
・京都マラソン２０２０沿道応援スタンプラリー
　（令和２年２月１６日）

○健康イベント等
　民間企業，商業施設，関係団体の協働により，健康づくりの
きっかけになる（関心を高める）健康イベント等を開催する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

○くらしとこころの総合相談会
　いのちの大切さについて取り組む関係団体「京都自死・自殺相
談センター」，自死遺族の自助グループ「こころのカフェきょう
と」等の団体と連携・協力し，「くらしとこころの総合相談会」
※や自死遺族支援・自殺予防の啓発イベント（９月１３日）を開
催した。
※平日相談月１回　土曜相談年２回　計１５回

○くらしとこころの総合相談会
　「京都自死・自殺相談センター」，「こころのカフェきょう
と」等の団体と連携・協力し，「くらいとこころの総合相談会」
の実施や啓発イベントの開催などを通して，自死遺族支援・自殺
予防の取組を進める。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

○大学生を対象とした取組
　大学生の様々な悩みに対し，大学と協働して相談支援体制を構
築を図るため，若者のこころに寄り添う支援者への研修会を開催
した（令和２年３月６日）

　引き続き，大学と協働して相談支援体制の構築を図る。 継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

〇禁煙サポートの実施
　関係団体等と連携し，喫煙に関する指導，教育を強化するとと
もに，健診・検診時などあらゆる機会を通じた禁煙サポートを
行った。

〇禁煙サポートの実施
　関係団体等と連携し，喫煙に関する指導，教育を強化するとと
もに，健診・検診時などあらゆる機会を通じた禁煙サポートを行
う。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

○中学生等における喫煙防止教育の実施
【令和元年度実績】
　実施回数３８回　生徒数４，７４７人

○喫煙防止教育従事者研修の実施
【令和元年度実績】
　・座学研修：５月２０日（月）
　・実施研修：６～１０月

○喫煙防止教育の実施
　たばこに興味・関心を持ち始める時期にあたる中学生を重点的
な対象として，中学校での「喫煙防止教育」を実施する。そのた
め，保健医療機関・団体等と連携して，保健福祉センター職員や
教職員の知識や技術の向上を図り，防煙教室に従事可能なスタッ
フの充実を図っていく。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

大学，民間企業，商
業施設，関係団体等
との協働による健康
づくりの取組

　市民の主体的な健康づくりを推進していく
ため,大学，民間企業，商業施設，関係団体
等との協働により健康づくりにかかる分野
別の取組を推進していく。

18 207

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。



資料１－１
プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 局 課等

18 207

大学，民間企業，商
業施設，関係団体等
との協働による健康
づくりの取組

　市民の主体的な健康づくりを推進していく
ため,大学，民間企業，商業施設，関係団体
等との協働により健康づくりにかかる分野
別の取組を推進していく。

　大学・民間企業等との協働により，健康・リラックスなど健康
づくりに資するお風呂の魅力や効能を情報発信することを通じ
て，家庭での水道水の用途のうち約4割を占めるお風呂への入浴
を促す取組を推進した。
　１１月に，バスボムづくり体験や水に溶けない折り紙を使った
舟づくりなどのワークショップ，お風呂にまつわるクイズ（京ふ
ろクイズ）や足湯体験など，子どもから大人まで，お風呂につい
て楽しみながら学べるイベントを開催した。

　大学・民間企業等との協働により，健康・リラックスなど健康
づくりに資するお風呂の魅力や効能を情報発信することを通じ
て，家庭での水道水の用途のうち約4割を占めるお風呂への入浴
を促す取組（京（みやこ）の水・おふろキャラバン【通称：京ふ
ろ】）を推進する。

継続 上下水道局
総務部総務課広報企
画担当

18 208

将来予想される保健
医療データ等のビッ
クデータの活用も含
め，民間や大学の活
力を活用した健康づ
くりの取組推進の研
究

　膨大な保健医療データ等を有する，民間企
業，大学等と連携し，健康づくりの取組を
研究し，エビデンスに基づく取組を検討，
実施していく。

　医療，福祉現場と市内のものづくり企業をつなぐコーディネー
ト活動等により，健康づくりに資する新たな製品・サービスの開
発・事業化を支援するなど，民間企業等と連携した取組を推進し
た。
　令和元年度は，市内企業における健康・医療データ等を活用し
た新事業の創出を図るため，シンポジウム，フォーラムを通じた
情報提供や，ワーキンググループの開催等により，産学連携プロ
ジェクトを創出するとともに，専門のコーディネータによる研究
開発や事業化に向けた伴走支援を行った。

　医療，福祉現場と市内のものづくり企業をつなぐコーディネー
ト活動等により，健康づくりに資する新たな製品・サービスの開
発・事業化を支援するなど，民間企業等と連携した取組を推進し
ている。
　令和２年度は，引き続き，市内企業における健康・医療データ
等を活用した新事業の創出を図るため，シンポジウム，フォーラ
ムを通じた情報提供や，ワーキンググループの開催等により，産
学連携プロジェクトを創出するとともに，専門のコーディネータ
による研究開発や事業化に向けた伴走支援を行う。

継続
保健福祉局

産業観光局

健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

新産業振興室

柱２－２０７に同じ。以下再掲。
○健康イベント等
　いきいきアプリを活用し，関係機関や大学，企業と連携して次
のとおり健康づくりのモデル事業を行った。
・ヘルシーキャンパス京都ネットワーク
　「ウォーキングチャレンジ２０１９」（１１～１２月）
・京都マラソン２０２０沿道応援スタンプラリー
　（令和２年２月１６日）

　民間企業等と連携し，自由な時間が少ない働く子育て世代が，
運動への関心を持ち，通勤や仕事，家事など日常生活の中で体を
動かすことが実践できる運動や一駅歩くこと，運動靴での通勤等
を推奨する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

　京都市国民健康保険と連携した歯と口の健康に関する知識の普
及に取り組んだ。
【令和元年度実績】
・集団健診会場における歯周病セルフチェックシートの配布
　２３，０００部
・歯周疾患予防健診無料クーポン券の送付対象者に対する歯周病
と糖尿病に関する啓発リーフレットの送付　９４３人

　保険者や民間企業等による生活習慣病予防に関する歯科口腔保
健の普及啓発を推進する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

　「野菜たっぷり」や「塩分控えめ」メニューの提供，「エネル
ギー表示」，「食物アレルギー表示」等の取組をしている飲食店
等を「きょうと健康おもてなし－食の健康づくり応援店－」とし
て登録し，ホームページ「京・食ねっと」等で紹介した。
【登録店舗数：５９８店舗（令和２年３月末時点）】

　「野菜たっぷり」や「塩分控えめ」メニューの提供，「エネル
ギー表示」，「食物アレルギー表示」等の取組をしている飲食店
等を「きょうと健康おもてなし－食の健康づくり応援店－」とし
て登録し，ホームページ「京・食ねっと」等で紹介する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

・自殺総合対策連絡会（構成機関として学生団体の参画を得てい
る）を年２回開催し，若年層を支援する団体と連携しながら，長
時間労働やハラスメント等，労働における様々な問題に対応し
た。
・「京都産業保健総合支援センター」と連携協働して，「暮らし
とこころの総合相談会」を開催するなど，勤労者のメンタルヘル
スの取組を推進した。
【令和元年度実績】
　開催回数：平日相談月１回　土曜相談年３回　計１５回

・自殺総合対策連絡会（構成機関として学生団体の参画を得てい
る）を年２回開催し，長時間労働やハラスメント等，労働におけ
る様々な問題に対応するため，民間企業（雇用主）への啓発も含
めて関係機関との連携を充実する。
・「京都産業保健総合支援センター」と連携協働して，勤労者の
メンタルヘルスの取組を推進する。

継続 保健福祉局 障害保健福祉推進室

民間企業等と連携し
た働く世代の健康づ
くりの取組支援

　健康づくりの時間がとりにくい働く世代へ
大学や民間企業などとの協働・連携によ
り，健康づくりの取組を働きかけていく。

18 209

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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18 210

地域介護予防推進セ
ンター等におけるフ
レイル（オーラルフ
レイル）対策を含む
介護予防の推進

　介護予防に関して地域全体が関心を持ち合
えるようなコミュニティを形成していくた
め，様々な機会を捉えて情報を発信する。ま
た，地域介護予防推進センター等におい
て，フレイル対策を含む介護予防の普及・
啓発を図るための講演会やイベント等を実
施する。
　また，フレイル対策の一環として，口腔機
能の重要性及びオーラルフレイルの普及啓
発を図るとともに，後期高齢者歯科健診事
業と連携し，早期発見及び早期介入の促進
に取り組む。

○地域介護予防推進センターでの取組
　フレイル対策の観点も踏まえ，地域介護予防推進センターにお
いて，運動器の機能向上や栄養改善，口腔機能の向上のための介
護予防教室や講演会のほか，身近な地域で自主的に介護予防に取
り組むグループ等に対する指導や助言に取り組んだ。

〇フレイル対策モデル事業
　本市の行政区の中で最も高齢化率が高く，一方で地域の住民が
主体的に介護予防に取り組む自主グループの育成・支援が進んで
いる東山区において，地域介護予防推進センターが実施した自主
グループの体力測定等の結果やグループの活動状況を踏まえ抽出
した１０グループに対して，管理栄養士や歯科衛生士などの医療
専門職の連携による総合的なフレイル対策のプログラムを提供し
た。

○７５歳お口の健診（京都市後期高齢者歯科健康診査）の開始
　歯科医院や地域介護予防推進センター等と連携してオーラルフ
レイル対策の推進を図った。

○地域介護予防推進センターでの取組
　地護介護予防推進センターにおいて，フレイル対策の観点も踏
まえ，運動器の機能向上や栄養改善，口腔機能の向上のための介
護予防教室や講演会などに取り組む。

〇フレイル対策モデル事業
　令和元年度に実施している東山区地域介護予防推進センターで
のフレイル対策モデル事業の結果を踏まえ，新たにモデル対象地
域を増やし，複数区において自主的に介護予防の活動に取り組む
グループ等に対して，管理栄養士等の医療専門職連携による改善
プログラムの提供を行うなど，総合的なフレイル対策の取組拡大
を図る。
　
○７５歳お口の健診（京都市後期高齢者歯科健康診査）の開始
　歯科医院や地域介護予防推進センター等と連携してオーラルフ
レイル対策の推進を図る。

充実 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

18 211

こころのふれあい
ネットワークや講演
会の開催等を通じた
正しい知識の普及啓
発活動の推進

　各区役所・支所やこころの健康増進セン
ターが中心となり精神保健福祉の向上を行う
「こころのふれあいネットワーク」の活性
化に努め，各行政区におけるこころの健康
に関する啓発とともに自殺予防のための地域
づくりの活動を進めていく。

　関係機関や医療機関等の協働のもと，各区役所・支所保健福祉
センター障害保健福祉課におけるこころのふれあいネットワーク
の活動として，こころの健康に関する講演会や作品展の開催，自
殺対策をテーマとした研修会やゲートキーパーのパネル展示等を
実施した。
【令和元年度実績】
　市民向け講演会７回，支援者向け研修会・地域懇談会５回，パ
ネル展７回，作品展３回

　関係機関や医療機関等の協働のもと，各区役所・支所保健福祉
センター障害保健福祉課が中心となり，こころの健康への市民へ
の関心を高める取組（作品展や講演会の開催等）や精神に障害の
ある市民への支援活動等を区単位で実施する。

継続 保健福祉局
こころの健康増進セ
ンター

③　社会参加の推進と地域共生社会の実現に向けた取組

プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 局 課等

20 212
すこやかクラブ京都
の活性化

 近年，クラブ数及び加入率が微減傾向にあ
る老人クラブについて，すこやかクラブ京
都（老人クラブ）で取り組んでいるリー
ダーの育成や若手会員の加入促進，他世代
との交流，ボランティア活動の推進等を通
じた活動内容の充実や会員拡大に向けた活
動の活性化のため，今後とも一層の支援を
行っていく。

　各区の高齢者の現状を分析・研究するとともに，市老人クラブ
連合会と連携を図りながら，可能な限りその活性化に向け支援を
行った。
【老人クラブ数：９７８クラブ（令和２年３月末時点）】
【会員数：５３，０５２人（令和２年３月末時点）】

　各区の高齢者の現状を分析・研究するとともに，市老人クラブ
連合会と連携を図りながら，可能な限りその活性化に向け支援を
行っていく。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

20 213

高齢者をはじめ市民
向けボランティア講
座の開催などによる
ボランティア活動の
参加の促進

　地域住民や学生等による，高齢者等を対
象とする福祉ボランティア活動や市民活動
を支援するため，福祉ボランティアセン
ター及び市民活動総合センターで，その活
動に関する情報提供や個人・グループの情
報交換の支援等を行う。
　また，福祉ボランティアセンターでは，行
政区域における福祉ボランティア活動の拠点
である区ボランティアセンターの円滑な運
営を支援する。

・ボランティアを始めたい人を対象としたボランティア講座等の
実施や，ＳＮＳの活用や月刊誌の発行等を通じた情報の収集・発
信を行い，ボランティア活動及び市民活動の支援を行った。

・区ボランティアセンターの円滑な運営を支援し，連携・協働に
よる相談対応，事業の企画を行った。

・ボランティアを始めたい人を対象としたボランティア講座等の
実施や，ＳＮＳの活用や月刊誌の発行等を通じた情報の収集・発
信を行い，ボランティア活動及び市民活動の支援を行う。

・区ボランティアセンターの円滑な運営を支援し，連携・協働に
よる相談対応，事業の企画を行う。

継続
保健福祉局

文化市民局

健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

地域自治推進室

20 214

高齢者の生きがいや
就労を支援するシル
バー人材センター事
業の推進

　高齢者が長年にわたり培ってきた知識や経
験等を生かすことのできる，臨時的・短期的
な就業機会を提供しているシルバー人材セン
ターの会員数や契約高の更なる増加，多種
多様な分野における就業機会の拡大，会員
の創意工夫を取り入れた事業の充実に向け
た支援を行う。

　新規就業開拓の推進と会員数の増強は，シルバー人材センター
事業を拡充するうえで不可欠であることから，市民すこやかフェ
ア等でのパネル展示や啓発ビラの配布等の普及啓発活動を推進し
た。

　新規就業開拓の推進と会員数の増強は，シルバー人材センター
事業を拡充するうえで不可欠であることから，市民すこやかフェ
ア等でのパネル展示や啓発ビラの配布等の普及啓発活動を推進す
る。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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20 215

地域支え合い活動創
出コーディネーター
の活動等を通じて創
出された住民等によ
る高齢者の様々な
ニーズに応える生活
支援サービスが提供
される地域づくりの
推進

　「地域支え合い活動創出コーディネー
ター」の活動や「地域支え合い活動調整会
議」の開催を通じて，地域の住民団体，ボラ
ンティア団体，民間企業等の多様な主体との
協議や協力依頼等を行い，生活支援サービス
（サロンの設置等）の創出を図ることで，
多様な生活支援ニーズに応える体制づくり
を推進する。

　平成３０年度までの活動を通じて蓄積したノウハウ等を効果的
に活用するとともに，関係機関との連携を更に深め，地域におけ
る支え合う地域づくりへの共通意識の醸成を図り続けるととも
に，高齢者の日常生活上の支援体制・環境整備を充実・強化して
いく。
【重点取組】
　・地域のニーズと資源の見える化，問題提起
　・生活支援の担い手の養成やサービスの開発

　令和元年度までの活動を通じて蓄積したノウハウ等を効果的に
活用するとともに，関係機関との連携を更に深め，支え合う地域
づくりへの共通意識の醸成を図り続けるとともに，高齢者の日常
生活上の支援体制・環境整備を充実・強化していく。
【重点取組】
　・地域のニーズと資源の見える化，問題提起
　・生活支援の担い手の養成やサービスの開発
　・活動グループ間の情報交換を通じた活動ノウハウや課題の
　　共有

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

20 216

ゲートキーパーを養
成し，住民がお互い
に「気づき，声掛
け，傾聴，つなぎ，
見守る」ことのでき
る地域づくりの推進

柱２－２０５に同じ。以下再掲。
　身近な方から様々な分野へのゲートキー
パーの養成に努めるとともに，相談業務担当
者，自殺対策従事者への研修やこころのケア
を充実する。

柱２－２０５に同じ。以下再掲。
○ゲートキーパーの人材育成
　様々な機会を利用して，地域住民や関係機関，相談業務担当者
に対してゲートキーパー養成研修を実施した。
【研修開催回数：１８回】

柱２－２０５に同じ。以下再掲。
○ゲートキーパーの人材育成
　様々な企画を利用して，地域住民や関係機関，相談業務担当者
に対してゲートキーパー養成研究を実施する。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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【柱３】健康づくりに取り組める環境の整備

①　だれもが健康づくりに取り組めるしくみづくり

市民のだれもが，それぞれの年齢や心身の状況に応じて，身近に健康づくりに取り組めるよう，その環境づくりを行います。

プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年度取組実績 令和２年度取組予定 区分 局 課等

21 301

健康づくりサポー
ター等との連携や健
康遊具の利用など，
健康づくりの場とし
ての公園の活用

　市民の健康志向の増進を図るため，既設の
公園において利用者のニーズにあわせ，健康
遊具を設置する。

・１０学区の都市公園に健康遊具を設置した。

・地域において自主的に様々な運動教室や普及啓発活動に取り組
むボランティア「健康づくりサポーター」などが，より多くの住
民に身近な公園で気軽に健康づくりに取り組んでいただけるよ
う，健康遊具の使用方法の説明を行った。

・１０学区の都市公園に健康遊具を設置予定

・より多くの住民に身近な公園で気軽に健康づくりに取り組んで
いただけるよう，健康遊具を正しく御利用いただくために，地域
において自主的に様々な運動教室や普及啓発活動に取り組むボラ
ンティア「健康づくりサポーター」などが使用方法の説明を行う
など，身近な公園を活用した健康づくりを一層後押しする。

継続
建設局

保健福祉局

みどり政策推進室

健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

21 302

いきいきポイント・
いきいきアプリを活
用した健康づくりの
機会の創出（再掲）

柱１－１０３に同じ。以下再掲。
（いきいきポイント）
　市民が主体的に楽しみながら健康づくりに
取り組むことができるよう，日々の健康づく
りの活動を「健康ポイント」として「見える
化」することで達成感を得つつ習慣化を図
る。
（いきいきアプリ）
　「健康長寿のまち・京都　いきいきポイン
ト」をスマートフォン上で行うための機能に
加え，若者を中心に健康づくりの輪が広がる
よう，スタンプラリーやウオーキングコース
の案内など，ウオーキングを支援する機能や
ランキングで表示する機能を設け，市民が楽
しみながら継続的に健康づくりに取り組める
機会を創出する。

柱１－１０３に同じ。以下再掲。
○いきいきポイント
　ポイント手帳について，平成３０年度よりも約２箇月早い４月
から配布を開始した。また，年間を通じて継続して健康づくりに
取り組んでいただけるよう，プレゼント抽選を年度内４回に変更
するなど，更なる事業の充実・改善に取り組んだ。
【プレゼント応募件数：年間合計１４，５９８件】

○いきいきアプリ
　以下の事業において，いきいきアプリを活用し，関係機関や大
学，企業と連携して健康づくりのモデル事業を行った。
　⑴　ヘルシーキャンパス京都ネットワーク
　　「ウォーキングチャレンジ２０１９」（１１月～１２月）
　⑵　京都マラソン２０２０沿道応援スタンプラリー
　　（令和２年２月１６日（日））
【ダウンロード数：９，４３９ＤＬ（令和２年３月末時点）】

柱１－１０３に同じ。以下再掲。
○いきいきポイント
　市民が健康づくりを始めるきっかけとなるよう，事業内容等を
充実・改善し，事業を実施する。

○いきいきアプリ
　引き続き，関係機関や大学，企業等の事業と連携し，アプリ利
用者の増加を図る。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

21 303
みんなの健康づくり
表彰制度（仮称）の
創設（再掲）

柱１－１０２に同じ。以下再掲。
　日ごろから健康づくりに取り組んでおられ
る個人・団体を表彰し，健康づくりのモチ
ベーション向上を図る。被表彰者の選定や表
彰基準については，「健康長寿のまち・京都
市民会議」と連携し，市民協働で制度構築を
目指す。

柱１－１０２に同じ。以下再掲。
○健康長寿のまち・京都いきいきアワード２０１９
　大賞４組，奨励賞２４組，計２８組を表彰した。
　また，大賞受賞者は，１１月１６日（土）「健康長寿のまち・
京都いきいきフェスタ」において表彰式を開催。

柱１－１０２に同じ。以下再掲。
○健康長寿のまち・京都いきいきアワード２０２０
　事業内容の充実・改善を図り，事業を実施する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

21 304
ストレスマウンテン
京都市版の配信

　ホームページ上で，ストレスマウンテン京
都市版を配信し，直近６箇月間にあった出来
事や身の回りの変化，ストレスの蓄積状況を
ウェブ上で自己チェックすることにより，う
つ病等の危険度の確認とその対策，相談窓口
の情報提供等を行う。

　ストレスマウンテン京都市版をホームページで配信し，自身の
こころの健康について考えるきっかけとしてもらい，あわせて必
要な方への相談窓口の情報提供を行った。
　また，自殺予防啓発イベント等で本サービスの周知を行い，多
くの人の利用を図った。

　ストレスマウンテン京都市版をホームページで配信し，自身の
こころの健康について考えるきっかけとしてもらい，あわせて必
要な方への相談窓口の情報提供を行う。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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②　正しい健康情報の普及・啓発と生活習慣の確立・改善に向けた支援

プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

21 305

主食・主菜・副菜を
そろえた食事の普及
や健康づくりを示し
たリーフレット等の
発行

　栄養バランスのとれた食生活の推進を図る
ため，主食・主菜・副菜をそろえた食事の普
及や理想的な野菜量や食塩の量等の目安，地
産地消の実践等を示したリーフレットを作成
し，市民に配布する。

○「京都市民版　食の健康づくり応援ガイド」の配布
　食育セミナーやイベント等で，大学生や成人市民に広く配布
し，望ましい食生活の普及啓発を行った。

○「京・食育だより」（第１４号）の発行
　（６月発行５１，０００部）
　保育園，幼稚園，児童館等に配布し，子どもの頃からの望まし
い食生活（野菜摂取・地産地消等）の普及啓発を行った。

○食育レシピの配布（年４回発行）
　四季ごとに管理栄養士おすすめレシピ等を，区役所・支所保健
福祉センター等に配架した。

○「京都市民版　食の健康づくり応援ガイド」の配布
　食育セミナーやイベント等で，大学生や成人市民に広く配布
し，望ましい食生活の普及啓発を行う。

○「京・食育だより」（第１５号）の発行
　保育園，幼稚園，児童館等に配布し，子どもの頃からの望まし
い食生活の普及啓発を行う。

○食育レシピの配布
　四季ごとに管理栄養士おすすめレシピ等を，区役所・支所保健
福祉センター等に配架する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

21 306

ホームページ「京・
食ねっと」での家庭
や地域における主体
的な食育を推進する
ための総合的な情報
発信（旬の野菜や京
の食材・行事食など
京の食文化に関する
情報等の発信）

　ヘルシー料理レシピ等の紹介や，健康づく
り，地産地消の推進，環境負荷の軽減，食文
化の継承，食品の安全性，イベント情報な
ど，ホームページ「京・食ねっと」で食に
関する様々な情報発信を行い，家庭や地域に
おける主体的な食育の推進を支援する。

○ホームページ「京・食ねっと」からの情報発信と普及啓発
　「京・食ねっと」で食や健康に関する情報発信をするととも
に，当ＨＰの周知を各種広報物やイベント等で積極的に行った。
【令和元年度実績】
　アクセス数：２１２，４９７件

○ホームページ「京・食ねっと」からの情報発信と普及啓発
　「京・食ねっと」で食や健康に関する情報発信をするととも
に，当ＨＰの周知を各種広報物やイベント等で積極的に行う。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

21 307

大学，保険者，民間
企業等との連携によ
る若い世代や働く世
代への歯科口腔保健
の普及啓発

・　保険者や民間企業等との生活習慣病予
防に関連する歯科口腔保健の普及啓発を実
施する。
・　糖尿病重症化予防に関する歯科専門職
を含めた多職種連携を推進する。

・特定健診集団健診会場等において，歯周病セルフチェックシー
ト等を活用し，歯周病予防及び早期発見の啓発を行った。
【令和元年度実績】
　集団健診会場における歯周病セルフチェックシートの配布
　２３，０００部

・「歯科からの糖尿病重症化予防対策」として，市国保の特定健
診受診者のうち，糖尿病を疑う方に対し歯周疾患予防健診の自己
負担金の無料クーポン券等の送付を開始した。
【令和元年度実績】
　歯周疾患予防健診無料クーポン券の送付対象者に対する歯周病
と糖尿病に関する啓発リーフレットの送付　９４３人

・特定健診集団健診会場等において，歯周病セルフチェックシー
ト等を活用し，歯周病予防及び早期発見の啓発を行う。

・「歯科からの糖尿病重症化予防対策」として，市国保の特定健
診受診者のうち，糖尿病を疑う方に対し歯周疾患予防健診を活用
して歯科健診につなげる取組を行う。の無料クーポン券や啓発
リーフレット等を送付し，歯科受診の促進を図る。

充実 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

21 308

歯ッピーパスポート
（むし歯予防），
歯ッピーNote（歯周
病予防）等の活用に
よる歯科保健情報の
発信

・　胎児期（妊娠期）では，母子健康手帳
や歯ッピーパスポート等を活用し，むし歯
予防をはじめとする歯科保健情報を発信す
る。
・　青年期・壮年期・中年期，高齢期で
は，歯ッピーNote等を活用し，歯周病予防
をはじめとする歯科保健情報を発信する。

・母子手帳や歯ッピーパスポート，歯ッピーNote等を活用し，ラ
イフステージに応じた歯科保健情報を発信。
【令和元年度実績】
　８か月児健診での歯ッピーパスポートの配布　９，３７７人

・京都市お口の体操リーフレットを作成し，新たにオーラルフレ
イル対策や口腔機能の健全な育成を目的としたお口の体操の普及
啓発を開始した。

　京都市口腔保健推進実施計画に基づき，歯ッピーパスポート等
の既存の啓発物の内容の充実を図り，引き続きライフステージ等
に応じた適切な歯科保健情報の発信を行う。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

健康づくりに重要となる以下の生活習慣について，正しい健康情報を提供することで，若い世代から自らが正しい健康づくりの行動がとれる力を身に付け，生活習慣の確立や健康
増進につながるよう支援します。

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

21 309

関係団体・機関等に
よるむし歯，歯周
病，口腔機能などを
はじめとしたライフ
ステージに応じた歯
科口腔保健知識の普
及啓発

・　乳幼児期では，保育園（所）・幼稚園
等に対する歯と口の健康づくりや口腔機能
を育む食育などの普及啓発に取り組む。
・　青年期・壮年期・中年期では，大学，
保険者，民間企業等との連携による若い世
代や働く世代への歯科口腔保健の普及啓発
を実施する。
・　施設職員等への口腔ケアや口腔機能の
向上等に関する知識や技術の普及啓発に取
り組む。
・　施設入所者及び通所者に対する歯科健
診・歯科保健指導の機会を提供（出張歯科健
診等の実施）する。

・保育園（所）・幼稚園等におけるフッ化物洗口支援事業を推進
した。
【令和元年度実績】
　集団フッ化物洗口実施施設数　４７施設

・障害者（児）や要介護高齢者等の施設入所者及び通所者に対す
る出張歯科健診・歯科保健指導の実施を支援した。
【令和元年度実績】
　歯科健診車運営事業　出張歯科健診等実施　８４施設

・施設職員への口腔ケア等に関する研修会を開催した。
【令和元年度実績】
　障害者（児）及び要介護高齢者等施設職員向け研修会　６回

・フッ化物洗口支援事業，歯周病セルフチェックシートの配布
等，継続して実施する。

・保育園（所）等に対する園児・保護者への歯と口の健康づくり
に関する知識の普及啓発を実施（リーフレットの活用やマニュア
ルの作成等）する。

・地域介護予防推進センター等と連携したオーラルフレイル対策
等の知識の普及啓発を実施する。

充実 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

22 310

大学等の関係機関，
地域の関係団体と協
働した若い世代の身
体活動・運動の習慣
化の取組

　民間企業，商業施設，関係団体の協働によ
り，健康づくりのきっかけになる（関心を高
める）健康イベント，健康ウォーキング等
を開催する。

柱２－２０７に同じ。以下再掲。
○健康イベント等
　いきいきアプリを活用し，関係機関や大学，企業と連携して次
のとおり健康づくりのモデル事業を行った。
・ヘルシーキャンパス京都ネットワーク
　「ウォーキングチャレンジ２０１９」（１１～１２月）
・京都マラソン２０２０沿道応援スタンプラリー
　（令和２年２月１６日）

柱２－２０７に同じ。以下再掲。
○健康イベント等
　民間企業，商業施設，関係団体の協働により，健康づくりの
きっかけになる（関心を高める）健康イベント等を開催する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

○妊娠期からの子育て支援
　全ての妊婦を対象に母子健康手帳交付時に面接を実施し，初妊
婦や継続的支援を必要とする妊婦に対して家庭訪問等を行い，妊
娠期の健康管理を行った。また，出産後には産後ケア事業やこん
にちは赤ちゃん事業などを実施し，「妊娠から出産・育児期まで
切れ目のない支援」を行った。
【令和元年度実績】
　・こんにちはプレママ事業実績　集計中
　・こんにちは赤ちゃん事業実績　延件数　９，９７８件
　・産後ケア事業実績（４～８月）
　　ショートステイ　実家庭数７０件
　　　　　　　　　　利用日数（延）３０１日
　　デイケア　　　　実家庭数１５件
　　　　　　　　　　利用日数（延）４６日

○妊娠期からの子育て支援
　引き続き，全ての妊婦を対象に母子健康手帳交付時に面接を実
施し，初妊婦や継続的支援を必要とする妊婦に対して家庭訪問等
を行い，妊娠期の健康管理を行う。また，出産後には産後ケア事
業やこんにちは赤ちゃん事業などを実施し，「妊娠から出産・育
児期まで切れ目のない支援」を行う。

継続
子ども若者
はぐくみ局

子ども若者未来部子
ども家庭支援課

○「親子の健康づくり講座」の普及
　家庭や地域での養育力の向上を目的に，保健福祉センターの保
健師等が，乳幼児とその保護者を対象に，基本的な生活習慣，子
育てに関する正しい知識などの内容を盛りこんだ視覚教材等を活
用し，ボランティア等の協力を得て，保健福祉センター及び地域
の保育園（所）や児童館，子育てサロン等で，健康教育を実施し
た。
【令和元年度実績（４月～１０月）】
　・プレママ・パパ教室　実施回数　　９２回
　　　　　　　　　　　　参加組数　８８４組
　・親子で楽しむ健康教室
　　（所内実施型）実施回数　　５５回
　　　　　　　　　参加組数　７３２組
　　（地域出張型）実施回数　　　１５３回
　　　　　　　　　参加組数　１，６９１組

○「親子の健康づくり講座」の普及
　引き続き，家庭や地域での養育力の向上を目的に，保健福祉セ
ンターの保健師等が，乳幼児とその保護者を対象に，基本的な生
活習慣，子育てに関する正しい知識などの内容を盛りこんだ視覚
教材等を活用し，ボランティア等の協力を得て，保健福祉セン
ター及び地域の保育園（所）や児童館，子育てサロン等で，健康
教育を実施していく。

継続
子ども若者
はぐくみ局

子ども若者未来部子
ども家庭支援課

保健福祉センターに
おける母子保健事業
での普及啓発や保育
園（所），地域の子
育て機関との連携に
よる幼少期からの運
動習慣の定着の推進

22 311

　乳幼児とその保護者を対象として，乳幼児
期からの生活習慣病対策，家族や地域ぐるみ
の健康づくり等を目的とし，視覚教材等を活
用した講習等を実施する。

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

22 312

関係機関等と連携
し，ロコモティブシ
ンドローム予防に関
する情報や運動の普
及啓発

・　フレイル対策の一環として，ロコモやそ
の予防方法の普及啓発を通じて，身体活動・
運動の重要性をさらに浸透させていきます。
全世代を対象にロコモの認知度を上げること
により，ロコモ予防に取り組む市民を増や
す。
・　市民向け講演会やイベント等でロコモ
度チェックテストを体験していただくこと
で，フレイルやロコモを身近な問題として考
える機会を提供する。
・　ロコモのリーフレット（京ロコステップ
＋１０）などを活用し，日常生活の中で気軽
に「ながら運動」を行うことを紹介するな
ど，関係機関と連携して，市民の皆様に，運
動習慣を身に付けていただく。

　地域における健康づくり事業での紹介等を通じて，普及啓発を
行った。
【平成３０年度実績】
　実施回数４８回　参加人数３，２４４人

　地域における健康づくり事業での紹介等を通じて，普及啓発を
行う。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

22 313

日常生活の中で気軽
に継続して身体活動
を増やすことができ
るウォーキングやス
トレッチなどの運動
メニューの紹介

　地域における健康づくり事業での紹介や，
健康づくりサポーター，筋トレボランティ
アの活動において身体活動の普及啓発す
る。

　地域における健康づくり事業での紹介や，健康づくりサポー
ター，筋トレボランティアの活動において身体活動の普及啓発を
実施した。
【令和元年度実績】
　・健康づくりサポーター活動回数　１，４５２回
　・筋トレボランティア活動回数　　６，５７４回

　地域における健康づくり事業での紹介や，健康づくりサポー
ター，筋トレボランティアの活動において身体活動の普及啓発を
実施する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

22 314
　９月１３日に，関係団体との共催で，自殺予防や自死遺族支
援，うつ病等のこころの健康問題に対する正しい知識を普及する
啓発イベントを開催した。

　自殺予防や自死遺族支援，うつ病等のこころの健康問題に対す
る正しい知識等の普及を推進する。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

　９月１０～１６日の自殺予防週間や３月の自殺対策強化月間を
はじめ，各区役所・支所において，ふれあいまつりなどでこころ
の健康に関するブースを設けてこころ健康や自殺予防の啓発を
行った。また，こころのふれあいネットワークの活動として，こ
ころの健康に関する講演会や作品展の開催，自殺対策をテーマと
した研修会やゲートキーパーのパネル展示等を実施した。

　地域力を生かした市民との共汗による気づきと見守り，こころ
のふれあいネットワーク活動，講演会の開催など，住民自治によ
る地域を支える力を生かし，自殺を防ぐ地域づくりを進める。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

　様々な相談機関に加えて，医療機関，報道機関や寺社など，幅
広く関係機関・団体との連携体制等を強化していくために，９月
と３月に「自殺総合対策連絡会」を開催した。

　「自殺総合対策連絡会」等により，様々な相談機関に加えて，
医療機関，報道機関や寺社など，幅広く関係機関・団体との連携
体制等を強化していく。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

自殺やこころの健康
問題に対する正しい
知識の普及啓発

　自殺予防週間, 自殺対策強化月間の中で
の集中的な啓発活動などを通じて，市民一人
ひとりが，自殺に関することを正しく理解
し，自殺予防の重要性を認識できるよう継続
して啓発を進める。

31422

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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22 315

学生等の若年層に向
けソーシャルメディ
アを活用した相談機
関の紹介等，生きる
ための情報発信

　ソーシャルメディア等を活用した青少年
に対する相談支援体制を推進する。また，
「青少年活動センター」における青少年の
相談事業・居場所づくり事業を進める。

・こころの健康増進センターのホームページやフェイスブック，
LINEを活用して相談機関の紹介等，情報発信を行った。また，イ
ンターネットやTwitter上で「死にたい」等の希死念慮がうかが
えるキーワードをつぶやいた，または検索した人に対してこころ
の健康に関する相談先を表示し，相談機関の窓口に誘導する検索
連動型広告事業を実施した。

青少年活動支援センターについては，柱１－１０４に同じ。以下
再掲。
○青少年活動センターにおける居場所づくりや交流促進による自
己成長の支援
　青少年活動センターにおいて，同年代・異年齢間の交流促進や
各種団体との協働による地域交流事業を充実することにより，青
少年の自分づくりのために，多様な生き方や行動の見本となるひ
とと出会える機会を創出した。
　また，青少年のボランティア活動への参加を促進させるなど，
自主的な活動を支援するとともに，地域若者サポーターの活用な
どにより，青少年の居場所づくりを充実させ，課題を有する青少
年の成長を支援した。

・こころの健康増進センターのホームページやフェイスブック，
LINEを活用して相談機関とあわせて検索連動型広告事業を実施
し，こころの健康に関する情報を効果的に発信する。

青少年活動支援センターについては，柱１－１０４に同じ。以下
再掲。
○青少年活動センターにおける居場所づくりや交流促進による自
己成長の支援
　青少年活動センターにおいて，引き続き，同年代・異年齢間の
交流促進や各種団体との協働による地域交流事業を充実すること
により，青少年の自分づくりのために，多様な生き方や行動の見
本となるひとと出会える機会を創出する。
　また，青少年のボランティア活動への参加を促進させるなど，
自主的な活動を支援するとともに，地域若者サポーターの活用な
どにより，青少年の居場所づくりを充実させ，課題を有する青少
年の成長を支援していく。

継続
保健福祉局
子ども若者
はぐくみ局

障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター
子ども若者未来部育
成推進課

22 316

うつ病等の精神疾患
やアルコール問題，
長時間労働等に関す
る勤労者のこころの
健康の保持・増進な
どについての正しい
知識の普及

　市民一人ひとりがうつ病に対する正しい知
識を持ち，家族や周囲の方が，自殺を考えて
いる方のサインに早く気づき，相談機関や医
療機関につなげる等適切に対応することがで
きるよう，関係機関と連携し，講演会や研修
などの充実を図っていく。
　講演会や研修会・家族教室等により，飲酒
問題やアルコール依存症に対する正しい知
識の普及及び自助グループの活動について
紹介する。
　長時間労働や過労による自殺などが社会問
題となっているため，企業（雇用主）を含め
て，勤労者のこころの健康の保持・増進を
図るための啓発を進める。

・アルコール関連問題等の特定相談事業（アルコール外来）やア
ルコール依存症者の家族支援事業を実施した。普及啓発について
はアルコールセミナー（１１月１０日），図書館テーマ展示（１
１月）を実施した。

・京都産業保健総合支援センターと連携した研修会開催（１２月
２１日）の他，様々な機会を利用して，関係機関に対してゲート
キーパー養成研修を実施した。

・内科等のかかりつけ医・産業医に対して，うつ病対応力研修会
を実施し，うつ病に対する知識の普及及びかかりつけ医・産業医
と精神科医との円滑な連携を進めるため，うつ病対応力工場研修
を実施した（１０月３１日）。

・アルコール健康障害に関する正しい知識の普及啓発等を目的に
公益社団法人全日本断酒連盟及び京都府との共催により，「公益
社団法人　全日本断酒連盟　第５６回　全国（京都）大会」を開
催した。（１０月２０日開催，大会参加者数：２，７９４名）

・アルコール関連問題等の特定相談事業（アルコール外来）やア
ルコール依存症者の家族支援事業を実施するとともに，普及啓発
（アルコールセミナー（日程等未定），図書館テーマ展示（１１
月予定））にも取り組む。

・様々な機会を利用して，地域住民や関係機関に対してゲート
キーパー養成研修を行う。

・内科等のかかりつけ医・産業医に対して，うつ病対応力研修会
を実施し，うつ病に対する知識の普及及びかかりつけ医・産業医
と精神科医との円滑な連携を進める。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

22 317

妊産婦，未成年，成
人など，ライフス
テージ別にリーフ
レットを作成し，た
ばこによる健康被害
の情報など，たばこ
の煙から身体を守る
ために必要な知識を
提供

・　特定健診や肺がん検診時における短時
間支援（喫煙状況の把握と禁煙治療のための
医療機関等の紹介等）による禁煙支援を行
う。
・　禁煙支援薬局，禁煙外来の情報をホー
ムページに掲載する。
・　保健福祉センターにおける禁煙相談や健
康教育で禁煙方法等の情報提供を行う。
・　民間企業へ喫煙による病気模型等の貸
出を行い，喫煙による健康被害などについて
普及啓発する。

・支援者向けの研修会を開催した。（２回）

・特定健診や肺がん検診時等における短時間支援（喫煙状況の把
握と禁煙治療のための医療機関等の紹介等）による禁煙支援を
行った。

・禁煙支援薬局，禁煙外来の情報をホームページに掲載した。

・保健福祉センターにおける禁煙相談や健康教育で禁煙方法等の
情報提供を行った。

・支援者向けの研修会を開催する。

・地域における健康づくり事業における短時間支援（喫煙状況の
把握と禁煙治療のための医療機関等の紹介等）による禁煙支援を
行う。

・禁煙支援薬局，禁煙外来の情報をホームページに掲載する。

・保健福祉センターにおける禁煙相談や健康教育で禁煙方法等の
情報提供を行う。

・民間企業へ喫煙による病気模型等の貸出を行い，喫煙による健
康被害などについて普及啓発を実施する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

22 318
喫煙者に対する禁煙
支援プログラムの提
供による禁煙支援

　禁煙外来やインターネット等の活用による
喫煙者に対する禁煙支援プログラムの提供に
よる禁煙支援を実施する。

　メールで禁煙に役立つ情報をお届けするなど，喫煙者の禁煙支
援の一助として活用できる「京都市禁煙マラソン」を実施した。

　引き続き，インターネット等の活用による喫煙者に対する禁煙
支援プログラムの提供等を通じて禁煙支援を実施する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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22 319

保健医療機関・関係
団体等と連携した学
校・教育機関におけ
る「喫煙防止教育」
の実施

　たばこに興味・関心を持ち始める時期にあ
たる中学生を重点的な対象として，中学校で
の「喫煙防止教育」を実施する。
　そのため，保健医療機関・団体等と連携し
て，保健福祉センター職員や教職員の知識や
技術の向上を図り，防煙教室に従事可能なス
タッフの充実を図っていく。

柱２－２０７に同じ。以下再掲。
○中学生等における喫煙防止教育の実施
【令和元年度実績】
　実施回数３８回　生徒数４，７４７人

○喫煙防止教育従事者研修の実施
【令和元年度実績】
　・座学研修：５月２０日（月）
　・実施研修：６～１０月

柱２－２０７に同じ。以下再掲。
○喫煙防止教育の実施
　たばこに興味・関心を持ち始める時期にあたる中学生を重点的
な対象として，中学校での「喫煙防止教育」を実施する。そのた
め，保健医療機関・団体等と連携して，保健福祉センター職員や
教職員の知識や技術の向上を図り，防煙教室に従事可能なスタッ
フの充実を図っていく。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

22 320

学校・教育機関との
連携による未成年者
への飲酒が心身に及
ぼす悪影響に関する
普及啓発

・　学校のクラブやサークル活動の場におけ
る未成年者への飲酒防止やイッキ飲みの防
止が徹底できるよう，普及啓発を行う。ま
た，保護者に対して正しい情報を提供する。
・　未成年者の飲酒防止をテーマとした教
育委員会が実施する教職員研修やシンポジ
ウム等を通した啓発を行う。

大学等での献血時に適正飲酒の普及啓発を実施した。 大学等での献血時に適正飲酒の普及啓発を実施する。 継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

22 321

お酒に触れる最初の
段階である成人学生
の宴席における飲酒
の強要等，アルコー
ルハラスメントを防
止するなど，ライフ
ステージに合わせた
適正飲酒の普及啓発

・　成人学生に対して，お酒に触れる最初の
段階であることに着目し，イッキ飲みの防
止，適正飲酒の啓発を推進する。
・　高齢者は退職や配偶者の死などが多量飲
酒の引きがねになりやすいため，飲酒量が増
加しないように注意を促す。

 大学等での献血時に適正飲酒普及啓発を実施した。
【実績】９０回

大学等での献血時に適正飲酒普及啓発を実施する。 継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

322
防火安全指導時等に
おける熱中症予防の
指導

　高齢者等の世帯に対する防火安全指導時に
おいて，防火指導と併せて熱中症予防や発症
時の対策について指導を行っている。（熱中
症予防に関するビラを保健福祉局から受
領。）

　高齢者等の世帯に対する防火安全指導や普通救命講習実施時
に，他の指導事項と併せて熱中症予防や発症時の対策について指
導を行った。（熱中症予防に関するビラを保健福祉局から受
領。）

　高齢者等の世帯に対する防火安全指導や普通救命講習実施時
に，他の指導事項と併せて熱中症予防や発症時の対策について指
導を行う。（熱中症予防に関するビラを保健福祉局から受領。）

継続 消防局
予防部市民安全課
警防部救急課
消防学校技術指導課

③　心身の状態に応じた健康づくりの支援

市民一人ひとりが心身の状況などに応じて自分に合った健康づくりに取り組めるよう関係機関・団体等と連携して支援します。

プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

23 323
プレママ・パパ教室
等を通じた妊娠期の
健康づくりの支援

　育児・栄養・歯科保健等に関する講習等
をとおして，妊娠期の健康づくりを支援す
る。

・プレママ・パパ教室等における歯と口の健康に関する講話を実
施した。

・各区役所・支所保健福祉センターにおける妊産婦を対象とする
歯科健診・相談・保健指導の実施した。

・育児・栄養・歯科保健等に関する講習等をとおして，妊娠期の
健康づくりを支援した。

・プレママ・パパ教室等における歯と口の健康に関する講話を実
施する。

・各区役所・支所保健福祉センターにおける妊産婦を対象とする
歯科健診・相談・保健指導の実施する。

・育児・栄養・歯科保健等に関する講習等をとおして，妊娠期の
健康づくりを支援する。

継続

保健福祉局

子ども若者
はぐくみ局

健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

子ども若者未来部子
ども家庭支援課

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。



資料１－１

プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

23 324

妊娠期から乳幼児向
けの栄養教室（ふれ
あいファミリー食セ
ミナー）の実施

　出産を控えた夫婦や乳児を持つ保護者，
就学前幼児とその保護者に対し，講話や調
理実習等を通して，食事に対する意欲や関心
が高め，正しい食生活を身に付けていただ
く。

○プレママ・パパコース（マタニティクッキング）（年１２回）
　出産を控えた夫婦を対象に，妊娠中の望ましい食生活について
の講話や調理実習を行った。

○すくすくコース（離乳食講習会）（年１６７回）
　各区役所・支所保健福祉センターにおいて，子どもの発達発育
に合わせた離乳食のすすめ方について，講話やデモンストレー
ションを行った。
　・４箇月健診後の離乳食講習会の開催
　・８箇月健診後の離乳食講習会の開催

○わんぱくクッキング（年２４回）
　年長児（５～６歳児）とその保護者を対象に，食材学習や簡単
な調理実習を行った。

○プレママ・パパコース（マタニティクッキング）
　出産を控えた夫婦を対象に，妊娠中の望ましい食生活について
の講話や調理実習を行う。

○すくすくコース（離乳食講習会）
　各区役所・支所保健福祉センターにおいて，子どもの発達発育
に合わせた離乳食のすすめ方について，講話やデモンストレー
ションを行う。
　・４箇月健診後の離乳食講習会の開催
　・８箇月健診後の離乳食講習会の開催

○わんぱくクッキング
　年長児（５～６歳児）とその保護者を対象に，食材学習や簡単
な調理実習を行う。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

23 325

喫煙による胎児，妊
産婦及び家族への健
康被害などの保健指
導

　母子健康手帳交付時の面接や妊産婦への
家庭訪問等を通じて，また医療機関（産婦
人科等），保健医療団体と連携して積極的
に喫煙防止に取り組んでいく。

母子健康手帳交付時の面接や妊産婦への家庭訪問等を通じて，ま
た医療機関（産婦人科等），保健医療団体と連携して，喫煙防止
教育を実施した。

母子健康手帳交付時の面接や妊産婦への家庭訪問等を通じて，ま
た医療機関（産婦人科等），保健医療団体と連携して，喫煙防止
教育を実施する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

23 326

保健福祉センター・
こころの健康増進セ
ンター，医療機関等
における保健指導等
による飲酒防止の支
援

・　保健福祉センターにおける母子保健事
業で飲酒が胎児や乳児に与える悪影響につ
いて指導する。
・　医療機関（産婦人科）等における妊産
婦への飲酒防止の啓発を推進する。
・　こころの健康増進センター，医療機関
等においてアルコールの問題で困っておら
れる家族や本人から，アルコール外来や面
接での相談を受け付ける。また，病気の理解
を深める家族教室やミーティングを引き続き
開催する。
・　医療保険者においては，健診後の保健
指導における適正飲酒を徹底する。
・　医療機関，保健医療団体等における飲
酒の健康影響について普及啓発する。

柱３－３１６に一部同じ。以下，再掲（抜粋）。
　アルコール関連問題等の特定相談事業（アルコール外来）やア
ルコール依存症者の家族支援事業を実施した。普及啓発について
はアルコールセミナー（１１月１０日），図書館テーマ展示（１
１月）を実施した。

柱３－３１６に一部同じ。以下，再掲（抜粋）。
　アルコール関連問題等の特定相談事業（アルコール外来）やア
ルコール依存症者の家族支援事業を実施するとともに，普及啓発
（アルコールセミナー（日程等未定），図書館テーマ展示（１１
月予定））にも取り組む。（柱３－３１６に記載）

継続 保健福祉局

健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課
こころの健康増進セ
ンター

23 327
生活習慣病の重症化
予防と介護予防の連
携促進

　介護予防・日常生活支援総合事業等のサー
ビス・事業を利用している方のうち，生活習
慣病の方や，生活習慣病のリスクの高い方に
は，医療機関への受診勧奨や健康診査の受診
勧奨を行うとともに，セルフケアや社会活動
参加による活動性の向上等の取組支援を行
う。また，医療機関などで診断や保健指導を
受けた方には，重症化を防ぐため，運動や栄
養改善，口腔機能向上に関する教室やプログ
ラムへの参加勧奨を行うなど，生活習慣病の
重症化予防と介護予防の連携について促進
を図る。

　国における高齢者に対する保健事業と介護予防の一体的な実施に
向けた検討状況に関する情報収集を行うとともに，関係課との間で情
報交換・意見交換を行った（７月３日,７月１８日）。

　国における「介護予防・健康づくりと保険者機能の強化」に関する検
討状況を情報収集するとともに，関係課や京都府後期高齢者医療広
域連合との間で，本市の取組等に関する情報交換・意見交換を行う。

継続 保健福祉局

健康長寿のまち・京
都推進室
健康長寿企画課
介護ケア推進課

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

23 328

地域包括ケアシステ
ムの深化・推進（認
知症高齢者の支援や
在宅医療・介護連携
の推進など，住み慣
れた地域でできる限
り暮らし続けられる
しくみづくりの推
進）

　市内６１箇所の地域包括支援センターを拠
点として住み慣れた地域で医療，介護，予
防，住まい，生活支援サービスを切れ目なく
提供するしくみである「地域包括ケアシステ
ム」の構築を図り，高齢者ひとりひとりがき
めの細かい総合相談や，多様なニーズに対応
した介護サービスを受けられるよう支援して
いる。

○医療・介護・福祉の連携による認知症対策の充実
　市民の認知症への理解の促進や医療・介護・福祉の連携による
認知症高齢者及びその家族等に対する支援に取り組み，認知症と
ともに住み慣れた地域で暮らし続けることができるまちづくりを
進める。
　＜主な取組＞
　　・認知症初期集中支援チームの増設等
　　　（２チーム：７月）による全市展開
　　・認知症サポーターの養成（通年）
　　・認知症サポート医の養成（１３人）

○在宅医療・介護連携推進事業
　医療・介護関係者からの在宅療養に関する相談支援や地域資源
の把握，在宅医療・介護関係者の連携，専門職向け研修，市民に
対する普及啓発等を行うことにより，地域の在宅医療・介護関係
者が円滑に連携できる仕組み・環境を整備することを目的とした
「在宅医療・介護連携支援センター」を設置する。
　＜主な取組＞
　　・在宅医療・介護連携支援センターの増設等
    （３センター：うち２センターは６月，
　　　うち１センターは令和２年１月）による全市展開

○医療・介護・福祉の連携による認知症対策の充実
　市民の認知症への理解の促進や医療・介護・福祉の連携による
認知症高齢者及びその家族等に対する支援に取り組み，認知症と
ともに住み慣れた地域で暮らし続けることができるまちづくりを
進める。
　＜主な取組＞
　・認知症初期集中支援チームと認知症疾患医療センターの連携
強化
　・認知症サポーターの養成（通年）
　・認知症サポート医の養成（１４人)

○在宅医療・介護連携推進事業
　医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が，住み慣れた地
域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けられるよう，地域の
在宅医療・介護関係者が円滑に連携できる仕組み・環境を整備す
ることを目的として各地域に設置した「在宅医療・介護連携支援
センター」において，以下の取組を実施する。
　＜主な取組＞
　　・地域の医療・介護の資源の把握
　　・在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討
　　・切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進
　　・医療・介護関係者の情報共有の支援
　　・在宅医療・介護連携に関する相談支援
　　・医療・介護関係者の研修
　　・地域住民への普及啓発

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

23 329

地域介護予防推進セ
ンター等におけるフ
レイル（オーラルフ
レイル）対策を含む
介護予防の推進（再
掲）

柱２－２１０に同じ。以下再掲。
　介護予防に関して地域全体が関心を持ち合
えるようなコミュニティを形成していくた
め，様々な機会を捉えて情報を発信する。ま
た，地域介護予防推進センター等において，
フレイル対策を含む介護予防の普及・啓発を
図るための講演会やイベント等を実施する。
　また，フレイル対策の一環として，口腔機
能の重要性及びオーラルフレイルの普及啓発
を図るとともに，後期高齢者歯科健診事業と
連携し，早期発見及び早期介入の促進に取り
組む。

柱２－２１０に同じ。以下再掲。
○地域介護予防推進センターでの取組
　フレイル対策の観点も踏まえ，地域介護予防推進センターにお
いて，運動器の機能向上や栄養改善，口腔機能の向上のための介
護予防教室や講演会のほか，身近な地域で自主的に介護予防に取
り組むグループ等に対する指導や助言に取り組んだ。

〇フレイル対策モデル事業
　本市の行政区の中で最も高齢化率が高く，一方で地域の住民が
主体的に介護予防に取り組む自主グループの育成・支援が進んで
いる東山区において，地域介護予防推進センターが実施した自主
グループの体力測定等の結果やグループの活動状況を踏まえ抽出
した１０グループに対して，管理栄養士や歯科衛生士などの医療
専門職の連携による総合的なフレイル対策のプログラムを提供し
た。

○７５歳お口の健診（京都市後期高齢者歯科健康診査）の開始
　歯科医院や地域介護予防推進センター等と連携してオーラルフ
レイル対策の推進を図った。

柱２－２１０に同じ。以下再掲。
○地域介護予防推進センターでの取組
　地護介護予防推進センターにおいて，フレイル対策の観点も踏
まえ，運動器の機能向上や栄養改善，口腔機能の向上のための介
護予防教室や講演会などに取り組む。

〇フレイル対策モデル事業
　令和元年度に実施している東山区地域介護予防推進センターで
のフレイル対策モデル事業の結果を踏まえ，新たにモデル対象地
域を増やし，複数区において自主的に介護予防の活動に取り組む
グループ等に対して，管理栄養士等の医療専門職連携による改善
プログラムの提供を行うなど，総合的なフレイル対策の取組拡大
を図る。
　
○７５歳お口の健診（京都市後期高齢者歯科健康診査）の開始
　歯科医院や地域介護予防推進センター等と連携してオーラルフ
レイル対策の推進を図る。

充実 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

23 330
文化芸術活動及び障
害者スポーツの振興

　芸術文化活動を行う障害のある人の拡大に
つながるよう，新たな創作活動の掘り起こ
し，発表の場の確保，創作活動の場の提供，
更には作品の二次利用による商品化等に向
け，「障害者アート」活性化プロジェクトを
実施する。
　また，２０２０年東京パラリンピックに向
け，障害者スポーツの裾野拡大，ひいては障
害者の社会参加の推進を目指すため，関連事
業に取り組む。

○障害者スポーツの振興
　障害のある市民がスポーツを通じて健康の増進と機能回復を図
るとともに，充実感のある生活を送ることができるよう，全京都
障害者総合スポーツ大会等の事業を実施するとともに，各種ス
ポーツ大会の運営を支援した。また，東京パラリンピックに向
け，パラリンピックの正式競技の体験会等を実施した。

○障害者アート等
・総合支援学校や障害のある方の福祉施設に文化芸術の専門家を
派遣し，文化芸術に触れる機会を提供した。
・障害芸術作品展を開催し，市民が障害者芸術に触れ合える機会
を提供した。
・障害のある方の芸術作品を海外等に発信するため，デジタル
アーカイブ化を進めた。

○障害者スポーツの振興
　障害のある市民がスポーツを通じて健康の増進と機能回復を図
るとともに，充実感のある生活を送ることができるよう，全京都
障害者総合スポーツ大会等の事業を実施するとともに，各種ス
ポーツ大会の運営を支援する。また，東京パラリンピックに向
け，パラリンピックの正式競技の体験会や聖火リレーに向けた聖
火フェスティバル（採火式）等を実施する。

○障害者アート等
・総合支援学校や障害のある方の福祉施設に芸術活動の専門家を
派遣し，文化芸術に触れる機会を提供する。
・障害芸術作品展を開催し，市民が障害者芸術に触れ合える機会
を提供する。
・障害のある方の芸術作品を海外等に発信するため，デジタル
アーカイブ化を進める。

新規 保健福祉局 障害保健福祉推進室

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

○京都市障害者スポーツセンターの運営
　障害者のスポーツ等の用に供する施設として京都市障害者ス
ポーツセンターの運営を行い，障害者の身体機能の回復及び健康
の増進を図り，社会参加を促進した。

○京都市障害者スポーツセンターの運営
　障害者のスポーツ等の用に供する施設として京都市障害者ス
ポーツセンターの運営を行い，障害者の身体機能の回復及び健康
の増進を図り，社会参加を促進する。

継続 保健福祉局 障害保健福祉推進室

○京都市障害者教養文化・体育会館の運営
　障害のある市民の福祉の増進のために，京都市障害者教養文
化・体育会館の運営を行い，スポーツを通じた機能回復，健康増
進，コミュニケーション及び教養文化活動等の便宜を図った。

○京都市障害者教養文化・体育会館の運営
　障害のある市民の福祉の増進のために，京都市障害者教養文
化・体育会館の運営を行い，スポーツを通じた機能回復，健康増
進，コミュニケーション及び教養文化活動等の便宜を図る。

継続 保健福祉局 障害保健福祉推進室

23 331

重症心身障害児・医
療的ケア児への支援
の仕組みづくりの検
討

　保育所等で保育が必要な医療的ケア児（日
常生活を営むために医療を要する状態にある
障害児）の受入体制を確保する。

○医療的ケア児等総合支援事業
・重症心身障害児放課後等デイサービス運営補助事業の実施
・喀痰吸引等第3号研修受講補助制度による支援の実施
・医療的ケア児等コーディネーター養成研修の開催
・医療的ケア児支援に向けた協議の場の開催

○医療的ケア児保育支援事業
・医療的ケア児を受け入れる民間保育所等に対して，医療的ケア
の実施に必要となる看護師の雇用等に係る費用を補助した。

○医療的ケア児等総合支援事業
・重症心身障害児放課後等デイサービス運営補助事業の実施
・喀痰吸引等第3号研修受講補助制度による支援の実施
・医療的ケア児等コーディネーター養成研修の開催
・医療的ケア児支援に向けた協議の場の開催

○医療的ケア児保育支援事業
・医療的ケア児を受け入れる民間保育所等に対して，医療的ケア
の実施に必要となる看護師等の配置に係る費用を補助する。

〇従来の保育所等や放課後等デイサービスに加え，新たに私立幼
稚園や学童クラブにおいても医療的ケア児の受入体制を整備し，
対象児童の状況に合わせた効果的な支援を実施していく。

充実
子ども若者
はぐくみ局

子育て未来部
　育成推進課
　子ども家庭支援課
幼保総合支援室

23 332

障害のある方が，地
域で自分に合った健
康づくりに取り組め
るよう社会参加を支
援する取組の推進

　うつ病等のリハビリテーションにおい
て，認知行動療法やマインドフルネス等を
活用するなど，様々な社会参加を支援する取
組を推進する。

　こころの健康増進センターにおいて，統合失調症及びうつ病の
方に対して心理教育に重点を置き，認知行動療法やマインドフル
ネス，SSTなどを活用しながら就労支援のためのデイ・ケア事業
を実施した。

　こころの健康増進センターにおいて，統合失調症及びうつ病の
方に対して心理教育に重点を置き，認知行動療法やマインドフル
ネス，SSTなどを活用しながら就労支援のためのデイ・ケア事業
を実施する。

継続 保健福祉局
こころの健康増進セ
ンター

23 333

施設職員などへの口
腔ケアや口腔機能の
向上などに関する知
識や技術の普及啓発

・　施設職員等への口腔ケアや口腔機能の
向上等に関する知識や技術の普及啓発に取
り組む。
・　施設入所者及び通所者に対する歯科健
診・歯科保健指導の機会を提供（出張歯科健
診等の実施）する。

・関係団体と連携し，施設職員等への口腔ケア等に関する研修会
の開催した。
【令和元年度実績】
　障害者（児）及び要介護高齢者等施設職員向け研修会　６回

・施設入所者及び通所者に対する出張歯科健診・歯科保健指導の
実施を支援した。
【令和元年度実績】
　歯科健診車運営事業　出張歯科健診等実施　８４施設

・家族介護者向けの口腔ケア実践講習会を開催した（３回）。

・関係団体と連携し，施設職員等への口腔ケア等に関する研修会
の開催する。
・施設入所者及び通所者に対する出張歯科健診・歯科保健指導の
実施を支援する。
・家族介護者向けの口腔ケア実践講習会の開催する。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

23 334

各区役所・支所にお
ける，自殺対策の窓
口の整備，こころの
健康や悩みの相談に
対する寄り添い支援
の充実

・　相談窓口の周知を図るとともに，各種相
談機関の相互連携を強化し，相談体制の充実
を図る。
・　身近な方から様々な分野へのゲートキー
パーの養成に努めるとともに，相談業務担当
者，自殺対策従事者への研修やこころのケ
アを充実する。

・担当者がゲートキーパーとしての役割を再確認し，自殺対策に
取り組んでもらうため，新任職員や担当職員に対し，ゲートキー
パー養成研修を行う。
　令和元年４月新規採用保健師研修
　　　　　６月新任精神保健福祉相談員研修，新任部長級研修
　令和２年１月医療機関と連携した自殺未遂者ケア研修
　　　　　３月若者に寄り添う支援者への研修会

・こころのふれあいネットワーク等を通して，関係機関にも情報
提供を行い，連携して支援に取り組んだ。

・担当者がゲートキーパーとしての役割を再確認し，自殺対策に
取り組んでもらうため，新任職員や担当職員に対し，ゲートキー
パー養成研修を行う。

・こころのふれあいネットワーク等を通して，関係機関にも情報
提供を行い，引き続き連携して支援に取り組む。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

23 335

生活，経済問題から
生じるこころの問題
に関する相談も受け
られる体制づくり

　弁護士，心理士，保健師，僧侶など７名の
専門家に精神疾患等の健康問題だけではな
く，経済問題，雇用問題，家庭問題等，様々
な問題を一箇所で相談できるワンストップ相
談会「くらしとこころの総合相談会」を定
期的に開催する。

　ワンストップ相談会として，弁護士，司法書士，心理士，保健
師，僧侶，産業カウンセラー，自死遺族サポーター等の専門家に
よるワンストップ相談会「くらしとこころの総合相談会」を，平
日相談月１回及び土曜相談年３回計年１５回開催した。

　「京都自死・自殺相談センター」，「こころのカフェきょう
と」等の団体と連携・協力し，「くらいとこころの総合相談会」
を年１５回（平日相談１回及び土曜相談都市３回）開催する。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

　芸術文化活動を行う障害のある人の拡大に
つながるよう，新たな創作活動の掘り起こ
し，発表の場の確保，創作活動の場の提供，
更には作品の二次利用による商品化等に向
け，「障害者アート」活性化プロジェクトを
実施する。
　また，２０２０年東京パラリンピックに向
け，障害者スポーツの裾野拡大，ひいては障
害者の社会参加の推進を目指すため，関連事
業に取り組む。

23 330
文化芸術活動及び障
害者スポーツの振興

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

23 336

相談の実施や訪問活
動によるこころのケ
アの充実など，自死
遺族に対する支援体
制の充実

　自死遺族等の精神的な負担を軽減するた
めのケアを充実するとともに，自死遺族等の
自助グループの運営支援やグループ活動の
情報提供を進める。

　自死遺族等の自助グループ（こころのカフェきょうと）に対
し，毎月２回の例会の会場提供・活動支援，自死遺族に対してこ
ころのカフェきょうとの活動の紹介を行った。

　自死遺族等の自助グループ（こころのカフェきょうと）の運営
支援，必要とされる市民に対するグループ活動の情報提供を行
う。

継続 保健福祉局
障害保健福祉推進室
こころの健康増進セ
ンター

○スクールカウンセラーの活用
　スクールカウンセラーを京都市立学校へ配置し，児童生徒及び
保護者に対するカウンセリングや教職員へのコンサルテーション
（助言）活動等を通じて子どもの心のケアを行った。

○スクールカウンセラーの活用
　スクールカウンセラーを京都市立学校へ配置し，児童生徒及び
保護者に対するカウンセリングや教職員へのコンサルテーション
（助言）活動等を通じて子どもの心のケアを行う。

継続
教育委員会
事務局

指導部生徒指導課

○カウンセリングセンター（来所相談）
　不登校・いじめや友人関係，性格や行動，学習や学校生活のこ
となど，心のケアを要すると思われるこどもの教育上のさまざま
な課題や子育ての不安について，教育・心理専門のカウンセラー
が来所相談に応じた。

○カウンセリングセンター（来所相談）
　不登校・いじめや友人関係，性格や行動，学習や学校生活のこ
となど，心のケアを要すると思われるこどもの教育上のさまざま
な課題や子育ての不安について，教育・心理専門のカウンセラー
が来所相談に応じる。

継続
教育委員会
事務局

教育相談総合セン
ターカウンセリング
センター

　スクールカウンセラーを活用することなど
により，子どもや保護者の心理的なケア等の
充実に取り組む。

23 337

スクールカウンセ
ラー等による子ども
や保護者，教職員へ
の心理的な支援や，
勤労者のメンタルヘ
ルスの推進，高齢者
の社会参加への促進
支援

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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④　「望まない受動喫煙」対策による健康的な生活環境づくり

プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

　たばこの副流煙には，主流煙を大きく上回る有害物質が含まれており，受動喫煙による死亡数（がん，虚血性心疾患及び脳卒中）は，年間１５，０００人と推計されるなど，健
康被害は深刻です。
　健康増進法の一部改正内容については完全実施していきます。また，法で義務化される内容にとどまらず，本市独自の取組として，あらゆる場面での受動喫煙防止に向けた取組
を推進します。

25 338

施設の類型・場所ご
との対策の実施＜健
康増進法の一部改正
内容の完全実施＞

　施設の状況，受動喫煙が他人に与える健康
影響の程度等に応じ，禁煙措置や施設内の喫
煙場所を特定するなど，健康増進法の一部改
正内容に基づいた受動喫煙防止対策を完全実
施していく。

○法制度の詳細の周知
　施設の管理権原者に対して，政省令によって定められている法
制度の詳細（例：「喫煙専用室」等の設置基準等）を周知徹底す
るとともに，法に基づく受動喫煙防止対策の早期実施を勧奨し
た。

○施設向け説明会の実施
　施設の管理権原者等を対象とした説明会を実施し，受動喫煙防
止の取組や早期に法に基づき適切に措置を講ずることを勧奨し
た。

○飲食店における受動喫煙防止のための標識掲示の徹底
　　法において飲食店内で喫煙可能とする場合に義務付けられる
標識の掲示について，本市において標識を作成し，飲食店に対し
て配布することで，法の遵守に向けた取組を進めた。
　また，本市の独自の取組として，店内が禁煙である旨を掲示す
る標識についても本市で作成し，飲食店に配布することで，飲食
店における受動喫煙の防止を徹底した。

○「既存特定飲食提供施設」の経過措置制度に対応する届出窓口
の設置
　法において定められている「既存特定飲食提供施設」の経過措
置制度に関する届出制度に対応する窓口を設置した。

○電話相談窓口の設置
　施設管理者や市民等からの受動喫煙防止に関する相談に対応す
る電話窓口を設置した。

○監視・指導体制の整備
　飲食店における喫煙標識の掲示状況の確認や「既存特定飲食提
供施設」の経過措置制度に関する届出の確認等，２０２０年４月
の改正法の完全施行を踏まえた監視・指導体制を整備した。

○市政広報板を活用した街頭における受動喫煙の防止の啓発
　市内各所（約１万６百箇所）にある市政広報板を活用して約半
月程度ポスターを掲示し，街頭において，市民はもとより，路上
を通行する多くの人に対して，受動喫煙の防止等を訴求した。

○幼稚園，保育園，小学校等における受動喫煙の防止に向けた啓
発
　受動喫煙の防止・喫煙マナーを呼びかける「のぼり」を本市で
作成し，市内の幼稚園・保育園等，小学校（６７０所・校）に対
して配布することで，家庭での子どもの受動喫煙防止を保護者に
対して直接呼びかけるとともに，幼稚園・保育園，小学校の敷地
外周辺における喫煙を防ぐ取組を進めた。

○監視・指導の実施
　飲食店等における喫煙標識の掲示状況の確認や通報への対応等
を行うため，監視・指導を行う。

○京都市受動喫煙防止対策相談・届出専用窓口（コールセン
ター）の設置
　令和元年度に引き続き，既存特定飲食提供施設の経過措置制度
に対応する届出窓口及び電話相談窓口（京都市受動喫煙防止対策
相談・届出専用窓口）を設置し，受動喫煙防止対策に関する相談
等や既存特定飲食提供施設の経過措置制度に関する届出受付に対
応する。

○新規開業の飲食店等へのリーフレット・標識の配布
　新規開業の飲食店等に対して，制度の詳細が記載されたリーフ
レット及び標識を配付する(禁煙標識，喫煙専用室標識，指定た
ばこ専用喫煙室標識の３種類を配付する。)。

○家庭等での受動喫煙の防止に向けた啓発
　家庭等での受動喫煙を防止するために，市政広報板にポスター
を掲示するなど，多くの方に対して，受動喫煙の防止を訴求す
る。

継続 保健福祉局

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

25 339
あらゆる場面での受
動喫煙防止の取組＜
本市独自の取組＞

・　特に配慮が必要な方への受動喫煙対策を
進める。
・　商店街等と連携した飲食店等への受動
喫煙防止対策の働きかけを進める。
・　喫煙者への啓発及び喫煙場所での啓発
を行う。
・　京都市路上喫煙等の禁止等に関する条
例を推進する。

○あらゆる場面での受動喫煙防止対策
・店舗等への訪問による受動喫煙防止対策協力依頼の実施した。
・ポスター，チラシ等の配布による受動喫煙防止の普及啓発をし
た。

○京都市路上喫煙等の禁止等に関する条例の推進
　路上喫煙の防止の取組の推進により，「路上喫煙」によるやけ
どなどの被害を未然に防止し，健康への影響を抑えることで，市
民及び観光旅行者等が安心かつ安全で健康に暮らせるまちづくり
を目指す。

○あらゆる場面での受動喫煙防止対策
・ポスター，チラシ等の配布による受動喫煙防止普及啓発

○京都市路上喫煙等の禁止等に関する条例の推進
　路上喫煙の禁止の取組の推進により，「路上喫煙」によるやけ
どなどの被害を未然に防止し，健康への影響を抑えることで，市
民及び観光旅行者等が安心かつ安全で健康に暮らせるまちづくり
を目指す。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

⑤　身近な場所で健康診査等を受けられる環境づくり

プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

26 340
がん検診の受診率向
上の取組

　受診率５０％を目標とし，京都府が実施す
るアンケート調査を活用，分析等を行い，身
近な場所で健康診査を受けられる環境の整
備を進め，効果的な受診勧奨等による受診率
向上を目指す。

　これまでの取組に加え，平成３１年度は本市がん検診の受診歴
データを活用した個別受診勧奨の取組を一層強化した。

　これまでの取組に加え，令和２年度は国の発行する受診率向上
施策ハンドブック等を活用し，「がん検診ガイド」の内容を特に
がん検診無関心層にも読んでもらえるよう見直す等，より見やす
い広報・啓発資材の作成を行う。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

26 341

糖尿病重症化予防の
取組（京都市糖尿病
重症化予防戦略会議
の設置）

　保健医療団体と府，市，医療保険者が一体
となり，糖尿病の重症化予防対策の事業実施
基盤の整備を促進し，地域の実情に応じた保
健指導体制を構築することで，人工透析等へ
の移行を防ぐ等，糖尿病患者のＱＯＬの向上
を目指す。

・京都市糖尿病重症化予防戦略会議の開催（新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため中止）

・市民に対する適正な塩分摂取の普及啓発（９月）

・市民に対する野菜摂取の普及啓発「そうだ，野菜とろう！労
キャンペーン」（６月）

・京都市国保被保険者で特定健康診査の結果，血糖，腎機能が要
医療域にあるにもかかわらず医療機関未受診者を対象に，医療受
診勧奨を実施した（３０年度受診者　５７９人）。
　また，令和元年９月から糖尿病治療中断者への医療受診勧奨を
実施する（令和２年３月時点　１７６人）とともに，モデル地区
においてハイリスク者への保健指導の実施体制を整え，令和元年
９月から保健指導を開始した（令和２年３月時点　初回面接実施
者３１人）。

・京都市糖尿病重症化予防戦略会議の開催

・市民に対する適正な塩分摂取の普及啓発

・市民に対する野菜摂取の普及啓発「そうだ，野菜とろう!キャ
ンペーン」【再掲No.２０９】

　京都市国保被保険者で特定健康診査の結果，血糖，腎機能が要
医療域にあるにもかかわらず医療機関未受診者を対象に，医療受
診勧奨を実施する。
　また，糖尿病治療中断者への医療受診勧奨を実施するととも
に，モデル地区においてハイリスク者への保健指導の実施する。

継続 保健福祉局

健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課
生活福祉部保険年金
課

26 342
後期高齢者歯科健康
診査

　後期高齢者に対する口腔機能検査を含む
歯科健康診査を実施する。

　オーラルフレイル（お口の働きが弱ること）の早期発見等を図
り，オーラルフレイル対策や誤嚥性肺炎予防などにつなげること
を目的として，一般社団法人京都府歯科医師会と連携し，市内在
住の満７５歳の方を対象とした歯科健康診査を実施した。（令和
２年３月時点　４３４人）

　オーラルフレイル（お口の働きが弱ること）の早期発見等を図
り，オーラルフレイル対策や誤嚥性肺炎予防などにつなげること
を目的として，一般社団法人京都府歯科医師会と連携し，市内在
住の満７５歳の方を対象とした歯科健康診査を実施する。

継続 保健福祉局
生活福祉部保険年金
課

26 343 特定健康診査

　生活習慣病につながる危険性の高いメタボ
リックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着
目した生活習慣病予防のための特定健康診
査，後期高齢者健康診査を実施する。

　被保険者を対象に，内臓脂肪症候群（メタボリックシンドロー
ム）に着目し生活習慣病の予防・改善を目的とした特定健康診
査・特定保健指導を実施した。(平成３０年度 ５５,１１９人)

　被保険者を対象に，内臓脂肪症候群（メタボリックシンドロー
ム）に着目し生活習慣病の予防・改善を目的とした特定健康診
査・特定保健指導を実施する。

継続 保健福祉局
生活福祉部保険年金
課

26 344 後期高齢者健康診査

　生活習慣病につながる危険性の高いメタボ
リックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着
目した生活習慣病予防のための特定健康診
査，後期高齢者健康診査を実施する。

　市内在住の京都府後期高齢者医療制度の被保険者を対象に，疾
病の早期発見のため，京都市国民健康保険が実施する特定健康診
査と同様の健康診査を実施した。(平成３０年度 ３０,４１２人)

　市内在住の京都府後期高齢者医療制度の被保険者を対象に，疾
病の早期発見のため，京都市国民健康保険が実施する特定健康診
査と同様の健康診査を実施する。

継続 保健福祉局
生活福祉部保険年金
課

学校や職場等での健診受診機会がない方等を対象に，各種健康診査を実施し，より多くの方が自分自身の健康状態を把握できる環境づくりに取組ます。
また，生活習慣病の重症化予防等を推進する環境づくりに取り組みます。

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。
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プラン頁 NO 項目名 取組内容 令和元年取組実績 令和２年取組予定 区分 局 課等

26 345 青年期健康診査

　京都市在住の１８歳から３９歳までの市
民で，学校や勤務先，加入の健康保険等で健
診を受ける機会のない市民を対象に，１年に
１回を目安に健康診査を受診し，若い時期
から健康管理を促す。

・健診を受ける機会のない１８～３９歳の市民を対象に，生活習
慣病予防のための健康診査を，指定医療機関で実施（通年）。
【受診者数：１，４６２名（令和２年５月１日時点の集計）】

・健診の結果に基づき，メタボ該当者及び予備軍該当者に対して
生活習慣改善に向けた啓発文書の送付と保健指導を実施（令和元
年１１月～）。
【文書指導数：５９名（令和２年２月末時点）】

・健診を受ける機会のない１８～３９歳の市民を対象に，生活習
慣病予防のための健康診査を，指定医療機関で実施（通年）。

・健診の結果に基づき，メタボ該当者及び予備群該当者に対して
生活習慣改善に向けた啓発文書の送付と保健指導を実施。

継続 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

26 346
肝炎ウイルス（Ｂ
型，Ｃ型）検査

　ウイルス性肝炎をそのまま放置しておく
と，慢性肝炎から肝硬変を経て肝がんに進行
することがあるため，早期発見，早期治療を
目的に肝炎ウイルス（Ｂ型，Ｃ型）検査を
実施する。

　肝炎ウイルス（Ｂ型・Ｃ型）検査を市民を対象に下京区役所及
び協力医療機関で無料で実施した。

　肝炎ウイルス（Ｂ型・Ｃ型）検査を市民を対象に下京区役所及
び協力医療機関で無料で実施する。

継続 保健福祉局
医療衛生推進室健康
安全課

26 347 歯周疾患予防健診

　歯周病の予防や早期発見のため，とくに歯
周病が進行しやすいとされる４０歳以上の市
民のうち，節目年齢の市民を対象に，指定
医療機関で，歯周病予防を中心とした健診
や歯科保健指導を実施し，生涯を通じて自分
の歯で食べられることを促す。

　満４０，４５，５０，５５，６０，６５，７０歳の節目年齢の
方を対象として，歯周病に重点をおいた歯科健診・保健指導を個
別医療機関で実施した。
【令和元年度実績】
　受診者数 １５２人

　満４０，４５，５０，５５，６０，６５，７０歳の節目年齢の
方を対象として，歯周病に重点をおいた歯科健診・保健指導を個
別医療機関で実施する。

充実 保健福祉局
健康長寿のまち・京
都推進室健康長寿企
画課

26 348 予防接種

　伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延
を予防するため，免疫力の低い子ども及び高
齢者等を対象に，定期の予防接種を実施す
る。

　子どもの定期予防接種（ヒブ，小児肺炎球菌，Ｂ型肝炎，ジフ
テリア，百日せき，破傷風，ポリオ，麻しん，風しん，結核，水
痘，日本脳炎，子宮頸がん）及び成人の定期予防接種（高齢者肺
炎球菌，インフルエンザ，風しん）を，協力医療機関等で実施し
た。

　子どもの定期予防接種（ヒブ，小児肺炎球菌，Ｂ型肝炎，ジフ
テリア，百日せき，破傷風，ポリオ，麻しん，風しん，結核，水
痘，日本脳炎，子宮頸がん，ロタウイルス※）及び成人の定期予
防接種（高齢者肺炎球菌，インフルエンザ，風しん）を，協力医
療機関等で実施する。
（※ロタウイルスワクチンについては，令和２年１０月から定期
接種となるため，同月から実施する予定。）

充実 保健福祉局
医療衛生推進室健康
安全課

※令和２年度取組予定は令和２年１月照会時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響を受け，変更している場合があります。


